
日本 に お け る ピカ ソの 受 容 と歴 史 的 回 顧 －影響、批評、収集の軌跡

塚田美香子

日本 におけるピカソの第二次受容 （序文）

　 日 本 に お け る ピ カ ソ 受 容 の 問 題 は 、 こ れ ま で 当

館 『館 報 』 （55～56号 ）に 「日本 に お け る ピ カ ソ の

第 一 次 受 容 」 と題 し、 戦 前 の 日本 に パ ブ ロ ・ル イ
ス ・ピ カ ソ （1881­1973）が い つ 頃 、 ど の よ う に 紹

介 さ れ て 日本 美 術 界 に 受 け 容 れ られ て きた か を 論

じて き た 。

　 20世 紀 初 頭 、 ピ カ ソ は キ ュ ビス ム と と も に 日 本
へ 紹 介 さ れ た が 、 そ の 美 術 様 式 が 難 解 な こ と も

あ っ て 、 当 初 支 持 し た の は 一 部 の 前 衛 的 傾 向 の 画

家 た ち だ っ た 。 し か しそ の 後 、 キ ュ ビ ス ム 以 外 の
ピ カ ソ の 様 々 な 芸 術 ス タ イ ル が 紹 介 さ れ る よ う に

な る と、 な か で も ピ カ ソ の 新 古 典 主 義 時 代 に 多 く

の 美 術 関 係 者 は 魅 了 さ れ 、 影 響 を 受 け る 。 第 二 次

世 界 大 戦 へ の 突 入 で 、 日本 の 画 家 た ち は 軍 事 統 制

下 で 戦 争 画 を 強 い ら れ て は い た が 、 フ ァ シ ズ ム の

漂 う最 中 、 《ゲ ル ニ カ》 （1937年 、 国 立 ソ フ ィ ア 王

妃 芸 術 セ ン タ ー 、Z.ＩＸ:65）を 描 い た ピ カ ソ は 無 視

で き な い 存 在 だ っ た 。

　 戦 後 の ヨ ー ロ ッパ 美 術 界 で は 、 マ テ ィ ス 、 ピ カ
ソ ら モ ダ ン ・ア ー トの 巨 匠 た ち の 芸 術 か ら抽 象 絵

画 へ と移 行 し、 ミ ッ シ ェ ル ・タ ピ エ が 組 織 す る 国

際 的 美 術 運 動 の ア ン フ ォ ル メ ル や 、 ミ ッ シ ェ ル ・
ラ ゴ ンが 提 唱 す る 新 エ コ ー ル ・ ド ・パ リ の 画 家 た

ち に ピ カ ソ以 後 の 作 家 と して 眼 が 向 け ら れ る よ う

に な る 。 一 方 、 ア メ リ カ で は 、 ピ カ ソ の 影 響 を 受

け た ポ ロ ッ ク な ど の 抽 象 表 現 主 義 の 新 しい 世 代 の

fig.1
ピ カ ソ 《腕 を組 んで す わ る サ ル タ ンバ ン ク》
1923年 　 ブ リヂ ス トン美 術 館

画 家 が 現 れ て 、 最 新 の 芸 術 市 場 の 主 軸 が ヨ ー ロ ッ
パ か ら ア メ リカ へ と移 さ れ て い く。 日本 で は ア ン

フ ォ ル メ ル 運 動 に 直 接 参 加 す る 画 家 や 、 渡 米 し て

抽 象 表 現 主 義 の 作 家 と交 流 し、 そ の 影 響 を 受 け た

画 家 等 も い る 。 ま た ピ カ ソ と比 較 され る画 家 と し

て 名 前 が 挙 が る こ と の 多 い マ テ ィ ス に 加 え て パ ウ

ル ・ク レ ー を取 り上 げ 、 ク レ ー に注 目す る 美 術 関

係 者 が 増 え て い く。 ピ カ ソ 以 後 の 新 しい 若 手 作 家
た ち の 台 頭 や 、 美 術 市 場 の 急 速 な 国 際 化 、 さ ら に

は ポ ッ プ ・ア ー トや ヌ ー ヴ ォ ー ・レ ア リ ス ム 、 コ

ン セ プ チ ュ ア ル ・ア ー トな どの 新 しい 美 術 様 式 や

概 念 が 生 ま れ る な か で 、 ピ カ ソ が 過 去 の 作 家 に

な っ て し ま う懸 念 さ え 出 て く る 。

　 さ て 、 本 号 の 「日本 に お け る ピ カ ソ の 第 二 次 受

容 」 で は 、 第 二 次 世 界 大 戦 後 か ら ピ カ ソ の 晩 年 ま

で の 、 彼 の 制 作 活 動 に 沿 っ て 欧 米 で の 批 評 や 美 術

動 向 を 交 え な が ら考 察 して い き た い 。 戦 後 最 初 の

大 き な 事 件 は 、1951年 に 開 催 さ れ た ピ カ ソ 展 （日

本 橋 高 島 屋 ）で あ ろ う。 こ こ か ら ピ カ ソ の 新 た な

境 地 で あ る 陶 器 や 版 画 が 紹 介 さ れ 、 ピ カ ソ 芸 術 を

討 議 す る 対 談 や 座 談 会 も 美 術 雑 誌 等 で 組 ま れ る 。

展 覧 会 が 催 さ れ る 度 に 、 多 くの 美 術 関 係 者 が ピ カ

ソ に つ い て 論 じ て い る 。 ま た ピ カ ソ の 超 大 作 《ゲ

ル ニ カ 》 を 誘 致 出 品 さ せ る 大 型 の ピ カ ソ展 の 実 現

に 向 け て の 準 備 も進 め ら れ て い た 。

　 戦 後 の 日本 で キ ュ ビス ム は い か に 理 解 さ れ た の
だ ろ う か 。 こ れ ま で の よ う に 、 日本 の 美 術 家 た ち

に よ る ピ カ ソ の 豹 変 す る 造 形 表 現 を 追 及 す る こ と

だ け で 、 ピ カ ソ を 本 当 に捉 え る こ とが で き る の だ

ろ う か 。H.G.ク ル ー ゾ ー 監 督 の 美 術 映 画1）やD.

D.ダ ン カ ン 撮 影 に よ る 写 真 集2）で 、 ピ カ ソ の 近 況

の 制 作 活 動 や ピ カ ソ秘 蔵 の 未 公 開 作 品 が 紹 介 さ れ

る よ う に な り、J.D.サ リ ン ジ ャ ー も短 編 小 説3）の

な か で ピ カ ソ に 触 れ て い る 。 こ う して ピ カ ソが 一・

般 に 広 く知 ら れ て い く な か で 、 ピ カ ソ の 新 し い イ
メ ー ジ を 第 二 次 受 容 の な か で 浮 き彫 りに した い と

思 う 。

　 現 在 、 国 内 で は 約60館 近 い 美 術 館4）が ピ カ ソ作

品 を所 蔵 して い る が 、 戦 後 の 受 け 容 れ の ル ー トは

ど う で あ っ た か 。 当 館 は 《腕 を組 ん で す わ る サ ル

タ ン バ ン ク 》 （1923年 、Z.V:15） （fig.1）を1980年 に

サ ザ ビ ー ・ニ ュ ー ヨ ー ク の オ ー ク シ ョ ン で 購 入 し

話 題 に な っ た 。 当 時 の 紙 面 は 、 「ピ カ ソ 、6億9千
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万 円 「軽 業 師 」 ブ リ ヂ ス トン 美 術 館 が 落 札 」 『読

売 新 聞 』5）等 が 取 り 上 げ て お り、 海 外 で も 「A
Picasso　 Goes　 For　$3　 Million　 At　 Record　 Sale」

『ニ ュ ー ヨ ー ク ・タ イ ム ズ 』 （5月13日 ）を は じ め 、

フ ラ ン ス や ドイ ツ 各 国 の 主 要 な 新 聞6）で も 報 じ ら

れ て い る 。 仲 介 を し た 山 本 進 氏 が 当 時 を 振 り返 り、

オ ー ク シ ョ ン で の 緊 張 と 感 動 を 臨 場 感 を こ め た 文

章 で 、 『コ レ ク シ ョ ン の 新 地 平 』 （昨 年 当 館 で 開 催

し た 展 覧 会 図 録 ）に 記 し て い る7）。 ま た 日本 企 業 が
一 時 所 有 して い た ピ カ ソ の 青 の 時 代 の 代 表 作 で 、

現 在 は 海 外 へ 流 出 した 可 能 性 の 高 い 《ピ エ レ ッ ト

の 婚 礼 》 （1905年 、Z.I:212） は 、1990年 に 横 浜 美 術

館 で 展 示 公 開8）さ れ た こ と も あ り、 ま だ 我 々 の 記

憶 に 新 し い 出 来 事 で あ る 。 こ の よ う に ピ カ ソ 没 後

の 現 在 で も、 な お 日本 に お け る ピ カ ソ の 受 容 は

様 々 な 形 を と っ て 継 続 し て い る の で あ る 。

　 戦 後 の 日 本 に は 世 界 の 美 術 情 勢 を 知 ら せ る
ニ ュ ー ス が 戦 前 と は 比 べ よ う の な い ほ ど早 く伝

わ っ て く る が 、 日本 美 術 界 は ピ カ ソ の 制 作 活 動 に

どの よ う に 反 応 し、 批 評 家 や 芸 術 家 は い か に ピ カ

ソ を 捉 え て 、 次 な る芸 術 へ と引 き継 い で い くの か

を検 証 し た い と思 う。 と こ ろ で 戦 後 の ピ カ ソ に 関

わ る 文 献 は 膨 大 な 件 数 に の ぼ る た め 、 順 序 は 逆 に

な る が 、 今 回 は 美 術 雑 誌 、 新 聞 紙 面 等 に取 り上 げ

ら れ た 文 献 を 中 心 に 、 彼 が 没 す る1973年 迄 を ま と

め た 年 表 だ け を掲 載 す る こ と に し、 具 体 的 な 内 容

は次 号 の 本 文 で 論 じ る こ と に し た い 。

以 下 は 註 釈

1）H.G.ク ル ー ゾ ー 監 督 、 映 画 「ピ カ ソ ・天 才 の 秘 密 」

　 1955年 撮 影 、1956年5月 に カ ン ヌ 映 画 蔡 、1957年 に 東

　 京 で 公 開 。

2）D.D.ダ ン カ ン 「ピ カ ソ の ピ カ ソ」1961年 、 ビ ブ リ オ

　 テ ッ ク ・デ ザ ー ル 社 。500点 以 上 の ピ カ ソ 秘 蔵 の 未 公

　 開 作 品 集 。

3）J.D.サ リ ン ジ ャ ー 、 繁 尾 久 訳 「ド ・ ド ミエ ・ス ミ ス

　 の 青 の 時 代 」 『サ リ ン ジ ャ ー 選 集4巻 　 九 つ 物 語 』 荒

　 地 出 版 社 、1969年 （初 出:De Daumier－Smith's Blue Pe­

　 riod、 1953）

4）2007年 の 調 査 で は 、 ピ カ ソ の 油 彩 、 水 彩 、 デ ッ サ ン、

　 版 画 、 彫 刻 、 陶 器 等 を 所 蔵 し て い る 全 国 の 美 術 館 等

　 は58館 で あ る 。 所 蔵 先 は 次 の 通 り:愛 知 県 美 術 館 、

　 青 山 ユ ニ マ ッ ト美 術 館 、 ア サ ヒ ビ ー ル 大 山 崎 山 荘 美

　 術 館 、 荒 井 記 念 美 術 館 、 池 田20世 紀 美 術 館 、 い わ き

　 市 立 美 術 館 、 上 原 近 代 美 術 館 、 大 川 美 術 館 、 大 原 美

　 術 館 、 お か ざ き世 界 子 ど も美 術 博 物 館 、 鹿 児 島 市 立

　 美 術 館 、 笠 間 日動 美 術 館 、 香 川 県 文 化 会 館 、 神 奈 川

　 県 立 近 代 美 術 館 、 川 村 記 念 美 術 館 、 北 九 州 市 立 美 術

　 館 、 北 野 美 術 館 、 京 都 国 立 近 代 美 術 館 、 熊 本 県 立 美

　 術 館 、 群 馬 県 立 館 林 美 術 館 、 群 馬 県 立 近 代 美 術 館 、

　 国 立 国 際 美 術 館 、 国 立 西 洋 美 術 館 、 埼 玉 県 立 近 代 美

　 術 館 、 サ ン ト リ ー 美 術 館 、 滋 賀 県 立 近 代 美 術 館 、 損

　 保 ジ ャ パ ン東 郷 青 児 美 術 館 、 高 松 市 美 術 館 、 玉 川 近

　 代 美 術 館 、 彫 刻 の 森 美 術 館 、 東 京 国 立 近 代 美 術 館 、

　 東 京 都 現 代 美 術 館 、 徳 島 県 立 近 代 美 術 館 、 富 山 県 立

　 近 代 美 術 館 、 長 崎 県 美 術 館 、 長 島 美 術 館 、 新 潟 市 美

　 術 館 、 ニ ュ ー オ ー タ ニ 美 術 館 、 姫 路 市 立 美 術 館 、 兵

　 庫 県 立 近 代 美 術 館 、 ひ ろ し ま 美 術 館 、 広 島 県 立 美 術

　 館 、 福 井 県 立 美 術 館 、 福 島 県 立 美 術 館 、 ブ リ ヂ ス ト

　 ン 美 術 館 、 ポ ー ラ 美 術 館 、 町 田 市 立 国 際 版 画 美 術 館 、

　 松 岡 美 術 館 、 松 下 美 術 館 、 三 重 県 立 美 術 館 、 宮 城 県

　 美 術 館 、 宮 崎 県 立 美 術 館 、 村 内 美 術 館 、 メ ナ ー ド美

　 術 館 、 諸 橋 近 代 美 術 館 、 山 形 美 術 館 、 横 浜 美 術 館 、

　 和 歌 山 県 立 近 代 美 術 館 。

5）1980年5月13日 付 、 各 紙 は 次 の 通 りで あ る 。 「ピ カ ソ7

　 億 円 で 落 札 」 『朝 日 新 聞 』、 「『ピ カ ソ 』6億9千 万 円 で

　 落 札 　 競 売 史 上4番 目」 『東 京 新 聞 』、 「ピ カ ソ 、6億9

　 千 万 円 「軽 業 師 」 ブ リヂ ス トン 美 術 館 が 落 札 」 『読 売

　 新 聞 』 等

6）　「Vents Records a New York」 『ル ・モ ン ド』 （5月15日 ）、

　 　 「Das Bridgestone Museum,Tokio Ein Privatmuseum mit

　 gemischter Sammlung」 『Handelsblatt』 （6月21日 ）

7） 山 本 進 「慧 眼 の 収 集 家 　 石 橋 幹 一 郎 」 『コ レ ク シ ョ ン

　 の 新 地 平20世 紀 の 息 吹 』ブ リ ヂ ス トン 美 術 館 、2008

　 年 、pp.118­119

8） こ の 作 品 が 出 品 さ れ た 展 覧 会 は 「バ ル セ ロ ナ 特 別 美

　 術 展20世 紀 の 巨 匠 ピ カ ソ 、 ミ ロ 、 ゴ ン サ レ ス 」 （バ

　 ル セ ロ ナ&ヨ コ ハ マ シ テ ィ ・ク リ エ ー シ ョ ン 実 行 委

　 員 会 、1990年 、cat.no.7） で 会 場 は 横 浜 美 術 館 で あ る 。

日 本 に お け る ピ カ ソ の 受 容 略 年 表 （1946－1973年 ）

は 次 頁 よ り掲 載
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日本 に お け る ピ カ ソ の 受 容 略 年 表 （1946－1973年 ）

年代
1946年

（昭 和21）

1947年

（昭 和22）

1948年

（昭 和23）

1949年

（昭 和24）

月

9月

〃

5月

7～8月

2月

4月

9月

9～10月

〃

10月

11月

〃

11月23日

1月

〃

〃

〃

〃

〃

日本人の ピカソ言及 、関連事項　◇ は出典先　○は日本近現代美術関連　◎は一般事項

末 松 正 樹　 パ リ解 放 後 最 初 の サ ロ ン ・ ドー トン ヌ に ピ カ ソの

作 品 が展 示 され 、 フ ラ ン ス絵 画 の 革 命 的 意 欲 を示 した と述 べ

る。 ◇ 「現 代 フ ラ ン ス繪 畫 」 『み づ ゑ』no .493

岡 鹿 之 助 、大 兼 実 、 大 久 保 泰 、末 松 正 樹 、 田 近 憲 三 　 ピカ ソ

の サ ロ ン ・ ドー トン ヌ出 品 、共 産 党 入 党 な ど に つ い て 。◇ 「最

近 の フ ラ ン ス 美術 界 を語 る （座 談 会 ）」 『み づ ゑ』no.493

○ 文 部 省 主 催 第1回 日本 美術 展 覧 会 （日展 ）

◎ 日本 国 憲 法 公 布

和 田 定 夫 　 ピ カ ソ を め ぐ って 大 問 題 に な っ た1945年 秋 の ロ ン

ドンで 開 か れ た現 代 フ ラ ンス 絵 画 展 に つ い て 。◇ 「ピ カ ソ に

就 い て 」 『ア トリエ 』no.248

瀧 口修 造 　 ピ カ ソ と英 国 詩 人S.ス ペ ン ダ ー に つ い て 。 ◇ 「最

近 の ピカ ソ と キ リコ」 『ア ト リエ』no.250（7、8月 号 ）

○ 「前 衛 美 術 会 」 結 成 、 日 本 美 術 会 協 会 主 催 の 「第1回 ア ン

デ パ ン ダ ン展 」 開 催

長 谷 川 三 郎 　 ア メ リ カ の抽 象絵 画 へ の ピ カ ソ の影 響 を 論 じ る。

◇ 「新 芸 術 」 『み づ ゑ 』no.508

益 田 義 信 　 ピ カ ソの 戦 後 の近 況 な どに つ い て 。 ◇ 「ピ カ ソ」

『美 術 手 帳 』no.4

ピ カ ソの 製 陶 紹 介　 海 外 ニ ュ ー ス で ヴ ァ ロ リス で の ピ カ ソの

陶 器 制 作 に つ い て 紹 介 す る。 ◇ 「海 外 ニ ュ ー ス 　 製 陶 に熱 中

す る ピ カ ソ」 『美 術 手 帳 』no.9

土 方 定 一 　欧 米 で 評 判 の ピ カ ソ を例 に取 り上 げ 、 日本 に は青

年 美 術 家 の良 心 の柱 とな る 作 家 が い な い と懸 念 す る。 ◇ 「通

貨 及 び 良 心 と して の 美 術 」 『み づ ゑ 』no.515（9、10月 合 併 号 ）

宮 坂 勝 　 ピ カ ソ の裸 婦 立 像 の 構 成 につ い て 。◇ 「フ ォル ム の

問 題 の 中 か ら－ ピ カ ソ ・ ドラ ン を例 に しつ つ 」 『み づ ゑ』

no.515（9、10月 合 併 号 ）

ピ カ ソの 話 題 海 外 ニ ュ ー ス で ピ カ ソ が8月 ワ ル ソ ー で 開 催

さ れ た 平 和 会 議 に 出席 した こ と を紹 介 す る。 ◇ 「海 外 ニ ュ ー

ス　 ピカ ソが 世 界 の 平 和 評 定 」 『美 術 手 帳 』no.10

長 谷 川 三郎 　 ピ カ ソ論 の最 後 に 「私 は ピ カ ソ を好 きに な りつ

つ あ る」 と述 べ る。 ◇ 「ピ カ ソ雑 記 」 『み づ ゑ 』no.516

柳 亮 　二 科 と新 制 作 派 の展 評 で 「ピカ ソ模 様 の ア ロ ハ シ ャ ツ

を着 こ ん で 得 意 が って い る」 と批 評 す る 。 ◇ 「秋 の 展 覧会 総

評 －9月 の 部 」 『みづ ゑ 』no.516

ピ カ ソ の話 題 　 ゴ ル フ=ジ ュ ア ン で 生 活 す る ピ カ ソ に 対 して 、

土 地 の 陶 工 師 が ピ カ ソ を排 撃 す る 陶 器 を 作 り、 人 気 を呼 ぶ 。

◇ 「ピ カ ソ排 撃 運 動起 る」 『朝 日新 聞 』11月23日

○ 『美 術 手 帳 』 創 刊

梅 原 龍 三 郎　 モ ンマ ル トル の ピ カ ソ を訪 問 した 頃 の こ と を 回

想 す る。 ◇ 「滞 欧 雑 談 」 『美 術 手 帳 』no.13

三雲 祥 之 助 　 ピ カ ソ の 《女 と猫 》 （1941年）に つ い て 、 原 始 的

な フ ォル ム と近 代 的 な 色 彩 感 覚 で 構 成 さ れ て い る と評 す る。

◇ 「作 品 解 説 」 『美 術 手 帳 』no.13

瀧 口修 造 　 ピ カ ソ の ア ンテ ィー ブ 生 活 や 、 ロ シ ア の ピ カ ソ批

判 に つ い て 。 ◇ 「戦 後 の ピ カ ソ と制 作 」 『ア トリ エ』no.264

斉 藤 義 重 　 ピ カ ソ の作 品 に 見 られ る ヒ ュ ー マ ニ テ ィに つ い て 。

◇ 「ピカ ソ と ヒ ュ ー マ ニ テ ィ 」 『ア トリエ 』no.264

和 田 定 夫 　 今 年 の 二 科 展 に ピ カ ソ に そ っ く りの 作 品 が 出 て い

る こ とに つ い て 。　◇　「ANTIPOLIS」　『ア トリ 工』no.264

福 沢 一 郎 、吉 川 逸 治 、 植 村 鷹 千 代 　 ピ カ ソ芸 術 につ い て 、 立

ピカソ関連事項　○ は西洋美術 関連 　◎ は一般 事項

2～3月 、 パ リ の 国 立 近代 美 術 館 で 開催

さ れ た 「芸 術 と レ ジ ス タ ンス 展 」に 《納

骨 堂 》 《ス ペ イ ン人 へ の 記 念 碑 》 を 出

品 す る。4月 下 旬 、 フ ラ ン ソ ワ ー ズ ・

ジ ロ ー と 同 棲 を 始 め る。8月 、 ア ン

テ ィー ブ 美 術 館 学 芸 員 の ロ ミュ ア ル ・

ドル ・ ド ・ラ ・ス シ ェ ー ル か ら館 内 に

制 作 用 ス ペ ー ス を提 供 さ れ 、 制作 す る 。

5月15日 、 フ ラ ン ソ ワ ー ズ と の 間 に 息

子 ク ロ ー ド が 生 ま れ る 。6月 、 フ ラ ン

ソ ワ ー ズ と ク ロ ー ド を 連 れ て 、 ゴ ル フ

=ジ ュ ア ン へ 行 く。8月 、 ヴ ァ ロ リ ス の

マ ド ゥ ー ラ 陶 房 、 ジ ョ ル ジ ュ ・ラ ミ エ

の 窯 で 陶 芸 を 始 め る 。

ベ ル ギ ー の 映 画 監 督 ポ ー ル ・アザ ー ル

が ヴ ァ ロ リス と ア ンテ ィー ブ の ピ カ ソ

美 術 館 で 記 録 映 画 「ピ カ ソ訪 問 」 を撮

影 制 作 す る 。8月25日 、 国 際 平 和 会 議

に 出席 す る た め 、 ポ ー ル ・エ リ ュア ー

ル と ポ ー ラ ン ドの ヴ ロ ツ ワ フ 、 ク ラ ク

フ 、 ア ウ シ ュ ヴ ィ ッ ツ を訪 れ る。9月 、

ポ ー ラ ン ド共 和 国 大 統 領 か ら勲 章 を授

与 さ れ る 。

パ リで 開 か れ た 国 際 平 和 会 議 の ボ ス

タ ー に鳩 を描 い た ピ カ ソの リ トグ ラ フ

が 使 用 さ れ る 。4月19日 、フ ラ ン ソ ワ ー

ズ との 間 に娘 が生 まれ 、ポ ス ター の 「平

和 の 鳩 」 に ち な ん で 、 パ ロ マ （ス ペ イ

ン語 で 鳩 を意 味 す る ）と 名付 け る 。
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1950年

（昭 和25）

1951年

（昭 和26）

2月

4月

5月

〃

6月

8月

10月

〃

〃

〃

3月

〃

3月5日

4月

7月

〃

10月

1月

3月

3月18日

体 派 、 シ ュ ル レア リス ム、 ピ カ ソ の 豹 変 や 限 界 につ い て討 論

す る。 ◇ 「ピカ ソ と現 代 絵 画 （鼎 談 ）」 『ア トリエ 』no.264

水 谷 乙 吉　 製 陶 す る ピ カ ソ は 本 質 的 形 体 を 破 壊 す る こ と を

や っ て い な い と述 べ る 。 ◇ 「ヴ ァ ロ ー リス の ピ カ ソ 」 『ア ト

リ エ』no.265

瀧 口修 造　 ピカ ソの 陶 器 に描 か れ た 鳥 獣 魚 介 は ア ン テ ィー ブ

の 「生 き る悦 び」の世 界 で あ る と述 べ る。 ◇ 「ピ カ ソ の 陶器 」

『美 術 手 帳 』no.16

荻 須 高 徳　 パ リの 現 代 美 術 館 を紹 介 し、 ピ カ ソ の作 品 の 額 装

や 寄 贈 に つ い て 述 べ る。 ◇ 「巴里 特 信 巴 里 の 現 代 美 術 館 」

『美 術 手 帳 』no.17

柳 亮　 ピ カ ソ の 《室 内 》 の 作 品 に つ い て 。 ◇ 「絵 の 秘 密 ピ

カ ソ に よ る絵 画 の 解 体 と再 構 成 」 『美 術 手 帳 』no.17

今 泉 篤 男　 ピカ ソの 作 品 に は美 術 の慣 用 の 言 語 を 阻 もう とす

る一 種 の意 地 悪 さが あ る と述 べ る 。◇ 「ピ カ ソの 「意 地 悪 さ」」

『ア トリエ 』no.269

須 磨 彌 吉 郎　 ピ カ ソ こそ ス ペ イ ン画 家 中 の 最 も スペ イ ン的 な

人 物 で あ る と述 べ る 。 ◇ 『スペ イ ン 芸術 精 神 史 』 み す ず書 房

岡 本 太 郎　 ピカ ソの 世 代 の 芸 術 家 の 限 界 につ い て述 べ る 。◇

「ピ カ ソ芸 術 の表 裏 」 『ア トリエ 』no.273

瀧 口修 造　 ピ カ ソ の 最 近 の 詩 （『ヴ ェ ル ヴ』 特 集 号 に発 表 ）に

つ い て。 ◇ 「ピカ ソ の 詩 」 『ア トリエ 』no.273

和 田 定 夫 ピカ ソの 東 洋 性 や 、 ピ カ ソ に 関 す る文 献 に つ い て 。

◇ 「ピ カ ソ雑 記 」 『ア トリエ 』no.273

江 川 和 彦　 ピ カ ソ の 作 品 と ジ ョー ジ ・キ ー ブ ス の 「視 覚 言

語 」 と い う 原理 との 相 互 関 係 につ い て 。◇ 「近 代 絵 画 の要 素

と しての 光 と色 」 『ア トリエ 』no.273

○ 「第1回 読 売 ア ン デパ ンダ ン展 」 開 催

高 田 博 厚　 世 界平 和 会 議 の ピ カ ソ の鳩 の ポ ス ター に墨 絵 的感

覚 が 見 ら れ る と述 べ る 。 ◇ 「この 頃 ・2」 『み づ ゑ』no.533

元 木 恵　 ピ カ ソ が 描 い た サ バ ル テ ス の 肖像 画 につ い て 。◇ 「ピ

カ ソの 描 い た五 つ の 顔 」 『ア トリエ 』no.278

ピ カ ソの 話 題　 ア メ リ カは ピ カ ソ ら世 界 平 和 擁 護 大 会 の代 表

が 共 産 党 員 で あ る とい う理 由 で 入 国 を拒 否 した 。 ◇ 「米 ピ カ

ソ入 国 拒 否 」 『朝 日新 聞 』3月5日

松 谷 彊　 東 欧諸 国 で の ピ カ ソの 評 価 に つ い て 。 ◇ 「ブル ガ リ

ア に お け る現 代 フ ラ ン ス 美 術 」　『BBBB』

長 谷 川 三 郎　 ア メ リ カ の 新 しい 作 家 の 間 で は 、 パ ウ ル ・ク

レー の 方 が ピ カ ソ 以上 の 影 響 力 を示 しつ つ あ る と述 べ る。 ◇

「訪 問 記　 イ サ ム ・ノ グ チ と会 う」 『美 術 手 帳 』no.31

荻 須 高 徳　 フ ラ ン ス よ り も ア メ リ カや 日本 の 方 が マ テ ィス や

ピ カ ソの 近 作 紹 介 が早 い と述 べ る。 ◇ 「フ ラ ン ス 通 信 希 望

を求 め て 」 『美術 手 帳 』no.31

岡 本 太 郎　 ピ カ ソ の デ ッサ ン を見 る と き に 考慮 しな け れ ば な

らな い こ と につ い て 。 ◇ 「ピ カ ソの デ ッサ ン」 『ア トリエ 』

no.285

○ 『芸 術 新 潮 』 創 刊

益 田 義 信　 ピ カ ソ の 陶器 は 今 まで の 彼 の 芸 術 の結 果 で あ る と

述 べ る 。 ◇ 「陶 工 ピ カ ソ 」 『芸 術 新 潮 』no.13

ピ カ ソの 陶 器 展 初 公 開 上 野松 坂 屋 で 文 藝 春 秋 新 社 主 催 に よ

る ピカ ソ陶 器 石 版 画 展 が催 され 、 ピ カ ソ の 陶器 が 初 公 開 され

る 。

天 声 人 語　 陶 器 の 既 成 概 念 か ら ピ カ ソの 陶 器 に つ い て 評 す る。

10月 、 イ ギ リス の シ ェ フ ィ ー ル ドで 開

催 さ れ る第2回 国 際 平 和 会 議 に 出 席 す

る。11月 、 レー ニ ン平 和 賞 を受 賞 す る 。

◎6月25日 、 朝 鮮 戦 争 勃 発

1月18日 、《朝 鮮 の 虐殺 》 を制 作 す る 。

この 作 品 は5月 の パ リ の サ ロ ン ・ド ・

メ に 出 品 さ れ る 。6月25日 、 ヴ ァ ン ス

に マ テ ィス の 装 飾 した ロ ザ リ オ礼 拝 堂

が 献 堂 され 、 式 典 が行 わ れ る 。 ピ カ ソ

は寝 た き りの マ テ ィ ス を 見 舞 う。9月16
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年代 月

4月

5月

〃

〃

〃

6月

7月

7～9月

8月

8月25日

8月26日

9月9日

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃
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日本人の ピカソ言及、関連事項 ◇ は出典先 ○ は日本近現代美術関連 ◎ は一般事項

◇ 「天 声 人語 」 『朝 日新 聞 』3月18日

今 泉 篤 男　 ピカ ソ に と っ て は 、絵 の こ と を言 葉 で 話 して も面

白 くな い こ とは 事 実 だ と述 べ る 。 ◇ 「ピ カ ソ の 言 葉 」 『ア ト

リ エ』no.291

佐 藤 敬　 ピ カ ソの 陶 器 展 が 開催 さ れ た こ と につ い て。 ◇ 「ピ

カ ソの 陶 器 」 『みづ ゑ』no.548

福 島 繁 太 郎　 ピカ ソの 風 景 画 に つ い て 《生 木 と枯 木 の あ る風

景 》 を例 に 上 げ て 論 じる 。◇ 「ピ カ ソ の 風 景 画 」 『別 冊 文 藝

春 秋 』21号

益 田 義 信　 「鐡 齊 、 梅 原 （龍 三 郎 ）、 ピ カ ソ何 れ の 場 合 も芸 術

が 生 活 で あ り、 生 活 が 芸 術 なの で あ る」 と述 べ る。 ◇ 「芸 術

と遊 び 」 『別 冊 文 藝 春 秋 』21号

青 山 二 郎　 ピ カ ソ の 陶 器 展 に対 す る批 評 に つ い て 提 言 す る 。

◇ 「ピ カ ソの 陶 器 」 『芸 術 新 潮 』no.17

菊 池 一 雄 ピ カ ソ の 彫 刻 は 素 朴 で 健 康 な 原 始 芸 術 の 香 りが す

る と批 評 す る 。◇ 「ピカ ソの 彫 刻 」 『芸 術 新 潮 』no.18

福 島 繁 太 郎　 ピカ ソ の 初 期 時 代 の 評 伝 を紹 介 す る 。 ◇ 「若 き

ピ カ ソ」 『芸 術 新 潮 』no.19

吉 川 逸 治　 ヴ ァロ リス の ピ カ ソ を訪 問 す る 。◇ 「ピ カ ソ に会

う」 『み づ ゑ 』no.558、1952年

ピ カ ソ作 品 展 日本 橋 高 島 屋 で 読 売 新 聞社 主 催 に よ る ピ カ ソ

展 が 開 か れ る。 大 阪 、 京都 の 市 立 美 術 館 、大 原 美 術 館 へ 巡 回。

出 品 さ れ た 油 彩16点 に は 《頭 蓋 骨 の あ る 静 物 》 （現 在 、 大 原

美 術 館 所 蔵 ）や 《花 束 と な す 》 （《茄 子 》 の こ と、 現 在 ブ リヂ

ス トン美 術 館 所 蔵 ）な どが 含 ま れ る 。◇ 『志 水 楠 男 と南 画 廊 』

「志 水 楠 男 と南 画 廊 」 刊 行 会 、1985年

ピカ ソの タ ピ カ ソ芸 術 に つ い て 富 永 惣 一 、 福 沢 一 郎 、M.

ピア チ エ ンチ イ ニ 、益 田 義 信 らが 講 演 す る。 （読 売 ホ ー ル ）

大 久 保 泰　 日本 画 壇 へ の ピカ ソの 影 響 を批 評 す る 。 ◇ 「ピ カ

ソ と 日本 画 壇 」 『読 売 ウ ィｰク リー 』8月26日

野 口 彌 太 郎　 ピ カ ソ展 を見 て 、 ピ カ ソの 近 作 に は ス ペ イ ンの

伝 統 が 続 い て い る と述 べ る 。 ◇ 「ピカ ソの 伝 統 」 『読 売 ウ ィ ー

ク リー 』9月9日

岡本 太郎　 ピ カ ソ に挑 み 、乗 り越 え る こ とが 我 々 の 直 面 す る

課 題 で あ る と宣 言 す る。 ◇ 「ピ カ ソ の 藝 術 」 『ア トリ エ 』

no.298（ 臨 時 増 刊 ）

麻 生 三 郎　 ピ カ ソ につ い て 「ピカ ソは 合 理 主 義 の権 化 」 と述
べ る 。◇ 「健 康 な ピ カ ソ」 『自由 美 術 』 第9号

駒 井 哲 郎 ピ カ ソの1946～49年 制 作 の 石 版 画 に つ い て 、 心 を

ゆ す ぶ ら れ る と述 べ る 。 ◇ 「ピ カ ソ の 石 版 画 」 『芸 術 新 潮 』

no.21

益 田義 信　 ピ カ ソ芸 術 にお け る 「物 （オ ブ ジ ェ ）」 の持 つ 意 味

に つ い て論 じる 。 ◇ 「ピ カ ソ と 「物 （オ ブ ジ ェ）」 『芸 術 新潮 』

no.21

川 喜 多長 政　 カ ンヌ 映 画 祭 を機 に 、 ヴ ァ ロ リス の ピ カ ソ の 陶

器 工 房 を見 学 し、 印 象 を述 べ る。 ◇ 「欧 州 映画 人 と語 る」 『芸

術 新 潮 』no.21

福 島 慶 子　 ア ンテ ィー ブの 考 古 館 が ピカ ソ美 術 館 に な っ て し

ま っ た こ と に対 す る 地 元 の 民 衆 の 批 判 を 述 べ る 。 ◇ 「ア ン

テ ィ ー ブ と ピ カ ソ 美 術 館 」 『芸 術 新 潮 』no.21

大 久 保 泰　 ピ カ ソの 初 期 か ら現 代 （当 時 ）まで の 評 伝 を述 べ る 。

◇ 「目 で見 る ピ カ ソ の 歴 史 」 『芸術 新 潮 』no.21

ピカ ソ関連事項 ○ は西洋美術関連 ◎は一般事項

日、 ヴ ァ ロ リス で 《夜 景 》 を 描 く。

「ピ カ ソ展 」 図録 （1951年）、
東 京 都 現 代 美 術 館 蔵
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11月

〃

11月12日

〃

〃

12月

〃

〃

〃

山 口 蓬 春 、福 島 繁 太 郎 、 岡 本 太 郎 、倉 林 正 蔵1938年 以 降 の

作 品 を 中心 に した ピ カ ソ展 を批 評 す る 。◇ 「座 談 会 ピ カ ソ

展 」 『芸 術 新 潮 』no.22

福 田 恆 存　 ア ンチ ・ピ カ ソの 立 場 か ら ピカ ソ展 を批 評 す る。

◇ 「只 今 ピカ ソ休 憩 中 」 『芸 術 新 潮 』no.22

高 見 順　 共 産 党 員 の ピ カ ソ の絵 が コ ミュ ニ ス ト画 家 の 絵 とい

う もの か ど うか 疑 問 で あ る と述 べ る 。◇ 「只 今 ピ カ ソ礼 讃 中 」

『芸 術 新 潮 』no.22

佐 藤 敬　 ピカ ソ展 に出 品 さ れ た挿 絵 本 に つ い て 評 す る。◇ 「ピ

カ ソ の さ しゑ 」 『芸 術 新 潮 』no.22

勝 見 勝 ピカ ソの 作 品 に は 、 イ メ ー ジ の 重 量 感 と密 度 が迫 っ

て くる と述 べ る。 ◇ 「ピ カ ソの リ トグ ラ フ ィ」 『ア トリ エ 』

no.299

柳 亮　 順 応 す るマ テ ィ ス に対 して 、 抵 抗 す る ピ カ ソ に つ い て 。

◇ 「抵 抗 す る ピ カ ソ」 『み づ ゑ』no.554

福 沢 一郎 ピ カ ソか ら啓 示 と して 受 け る もの は 、作 品 の模 倣

で な く反 逆 精 神 の 体 得 で あ る と述 べ る 。 ◇ 「ピ カ ソ の グ ワ ッ

シ ュ 、 ク レ ヨ ン 、石 版 画 」 『み づ ゑ』no.554

長 谷 川 三 郎　 老 ピ カ ソ と陶器 の つ な が りの 中 に あ る深 い 意 味

を 見 逃 して は な ら な い と述 べ る 。 ◇ 「陶 工 ピカ ソ ・雑 感 」 『み

づ ゑ 』no.554

今 泉 篤 男　 ピ カ ソ は彫 刻 に あ っ て も絵 画 的 で あ る と述 べ る 。

◇ 「ピカ ソの 近 作 彫 刻 」 『み づ ゑ』no.554

小 穴 隆 一 ピ カ ソ展 に対 す る 女 性 の 反 応 につ い て の 身 辺 雑 記 。

◇ 「ピ カ ソ を嫌 つ た 人 」 『東 京 タ イ ム ズ 』10月15日

福 沢 一 郎　 「ピ カ ソ展 」 （読 売 新 聞社 、 日本 橋 高 島 屋 ）で 見 た

ピ カ ソ作 品 の 技 法 につ い て 。◇ 「ピ カ ソ の 技 術 」 『み づ ゑ 』

no.555

川 島 理 一 郎　 ア ン テ ィー ブ 美 術 館 の ピ カ ソ作 品 に つ い て 述 べ

る 。内 部 の ス ケ ッチ を す る 。◇ 「ア ンチ ー プ」 『み づ ゑ 』no.555

サ トウ ・ハ チ ロ ー 青 の 時代 以 降 の ピ カ ソ は親 しめ な い 画 家

だ と述 べ る。 ◇ 「庶 民 の ピカ ソ感 」 『芸術 新 潮 』no.23

土 方 定 一　 ピ カ ソ展 に 出 品 され て い る 《女 の 顔 》 （現 在 ブ リ

ヂ ス ト ン美 術 館 蔵 ）に つ い て 評 す る 。 ◇ 「優 美 な 名 画 「女 の

顔 」」 『読 売 新 聞 』11月12日

硲 伊 之 助　 ピ カ ソ展 に 出 品 され た 《肘 掛 椅 子 の 女 》 《鳩 》 《茄

子 と花 》につ い て 評 す る 。◇ 「東京 の ピカ ソ展 」 『読 売 新 聞 』

11月12日

富 永 惣 一　 ピ カ ソ は70歳 とい う老 齢 に沈 ま ず 、 創 造 の 営 み を

つ づ け る造 型 の鬼 とい うべ き存 在 で あ る と述 べ る 。 ◇ 「巨 匠

ピ カ ソの 歩 ん だ道 」 『読 売 新 聞 』11月12日

徳 大 寺 公 英　 佐 藤 敬 の 《ピ ア ノ と子 供 》 の作 品 と ピ カ ソ との

類 似 性 を取 り上 げ 、 新 制 作 派 全 体 の性 質 を述 べ る 。 ◇ 「秋 季

展 覧 会 評 」 『み づ ゑ 』no.556

富 永 惣 一　 ピ カ ソ の 《女 の 顔 》 （ブ リヂ ス トン美 術 館 蔵 ）につ

い て 述 べ る。 ◇ 「絵 画 的 プ ロム ナ ー ドー ブ リ ッ ジス トン美 術

館 開 館 に際 して 」 『み づ ゑ』no.556

今 田 出 海 、福 田恆 存 、 三 島 由 紀 夫 、河 盛 好 蔵 マ テ ィス 展 、

ピ カ ソ 展 に よ る 影 響 に つ い て 討 議 す る 。 ◇ 「1951年 の 芸 術

界 座 談 会 」 『芸 術 新 潮 』no.24

佐 藤 敬 「ピ カ ソ 訪 問 」、 「ル ノ ワ ー ル か ら ピ カ ソ ま で 」 の 美

術 映 画 に つ い て述 べ る 。 ◇ 「映 画 ・ピ カ ソ訪 問 」 『芸 術 新 潮 』

no.24
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年代

1952年

（昭和27）

1953年

（昭 和28）

月

12月

2月

3月

〃

〃

5月

6月

8月

1月

4月

〃

5月

7月

〃

〃

8月

8月24日

日本人の ピカ ソ言及、関連事項 ◇は出典先 ○は 日本近現代美術関連 ◎は一一般事項

武 者 小 路 実 篤 、徳 川 夢 聲 ピ カ ソ に会 っ た こ とな ど回 想 す る。

◇ 「対 談 武 者 小 路 実 篤 素 描 」 『芸 術 新 潮 』no.24

○ 「現 代 フ ラ ン ス 美 術 展 」 （1950年 の サ ロ ン ・ ド ・メ の 日本

展 ）開催　 実 験 工 房 結 成 神 奈 川 県 立 近 代 美 術 館 開館

梅 原 龍 三 郎 、安 井 曾 太 郎 、 福 島 繁 太 郎　 安 井 は ピ カ ソの 晩 年

の 作 品 に 感 心 す る と述 べ る 。 ◇ 「西 洋 絵 画 史 （座 談 会 ）」 『芸

術 新 潮 』no.26

植 村 鷹 千 代　 前 衛 的 美術 家 た ちの ピ カ ソ観 の 変 化 につ い て。

◇ 「1951年 の ピ カ ソ」 『芸 術 新 潮 』no.27

山 尾 薫 明　 ピ カ ソ の抽 象 模 様 や 陶 器 、 彫 刻 な どの 表 現 様 式 へ

の イ ン カ出 土 品 の影 響 に つ い て 。 ◇ 「ピ カ ソ とイ ンカ の 壼 」

『芸 術 新 潮 』no.27

植 村 鷹 千 代　 フ ラ ンス の 若 手 作 家 た ち の ピ カ ソ 観 に つ い て 。

◇ 「ピ カ ソへ の 課 題 」 『ア トリエ 』no.304

瀧 口修 造　 抽 象 絵 画 の 解 説 の な か で ピ カ ソ の 光 を 使 っ て 描 い

た デ ッ サ ン につ い て 触 れ る 。 ◇ 「ア ブ ス トラ ク ト時 代 」 『芸

術 新 潮 』no.29

谷 口 雅 彦　 三 角 形 の構 成 に よる 技 法 を発 明 した 日本 画 家 の 谷

角 日沙 春 に つ い て 紹 介 す る 。◇ 「日本 画 の ピ カ ソ 」 『芸 術 新

潮 』no.30

大 島辰 雄　 ピ カ ソ の 《ゲ ル ニ カ》 と丸 木 ・赤 松 夫 妻 の 《原 爆

の 図 》 と を比 較 し、 ピ カ ソの 《平 和 の 顔 》 に対 す る作 品 は な

に か に つ い て 。 ◇ 「ピカ ソ 「平 和 の顔 」に 寄 せ て」 『み づ ゑ 』

no.564

○ ブ リヂ ス トン美 術 館 開館 国 立 近 代 美 術 館 開館

安 倍 公 房　 今 まで ピ カ ソ の 変 貌 の 底 をつ らぬ く明快 な ピ カ ソ

論 が な い と述 べ る 。◇ 「ピ カ ソ の リア リテ ィ」 「ア ト リエ 』

no.314

植 村 鷹 千 代　 丸 木 位 里 と赤 松 俊 子 の 共 同 作 《原 爆 の 図 》 と ピ

カ ソ の 《朝 鮮 戦 争 》 を比 較 し.戦 争 表 現 の 違 い に つ い て 述 べ

る 。◇ 「近 代 性 と ク リマ」 『み づ ゑ』no.572

関 口俊 吾　 パ リの 国立 近 代 美術 館 で 開 催 さ れ た 「キ ュ ビス ム

展 」 で ピカ ソの 《ア ヴ ィ ニ ヨ ンの 娘 た ち》 が30年 ぶ りに パ リ

へ 来 た と 知 らせ る 。 ◇ 「春 の パ リ美 術 展1953」 「み づ ゑ 』

no.572

神 原 泰　 ピ カ ソの 青 の時 代 に つ い て 、 ア ポ リ ネ ー ル や 、 批 評

家 、研 究 者 の 論 考 を引 用 して論 じる 。 この 時 代 の主 要作 品40

点 を列 挙 す る 。 ◇ 「ピ カ ソ “青 の 時 代 ” に つ い て － ピ カ ソ青

の 時代 特 集 」 「み づ ゑ 』no.573

岡 本 太 郎　 ヴ ァ ロ リ ス の ピカ ソ を訪 問 し、 ピ カ ソ との対 話 を

紹 介 す る 。◇ 「ピ カ ソ に喰 い さが る 」 『芸 術 新 潮 』no.43

柳 亮　 日本 の 現 代 美 術 を グ ロ ー バ ル な 視 点 で 論 じ、 ピ カ ソ を

超 え る作 家 と して ビ ュ ッフ ェ に 注 目す る。 ◇ 「日本 国際 美 術

展　 擬 似 コ ン クー ル と 日本 人 の た ち う ち」 『美術 手 帳 』no.71

三 雲 祥 之 助　 日本 国 際 美 術 展 に 出 品 され た ピ カ ソ の 《青 い コ

ル サ ー ジ ュ の 女 》 （1942年）に つ い て 評 す る。 ◇ 「フ ラ ン ス と

メ キ シ コ の 作 品 」 『美術 手 帳 』no.71

柳 亮 、 関 口 俊 吾　 5月 に パ リ の ル イ ー ズ ・レ リ ス画 廊 で 開 か

れ た ピカ ソ の1950～53年 の 近作 展 に つ い て 。 柳 は ピカ ソ の 芸

術 に は 「聖 な る もの と邪 な る もの 」 が 同 存 し てい る と述 べ る 。

◇ 「ピ カ ソ 近 作 展 よ り」、 「フ ラ ン ス 通 信 」 『み づ ゑ 』no.576

富 永 惣 一　 ピ カ ソ 《茄 子 》 （ブ リヂ ス トン美 術 館 蔵 ）を 自在 な

ピカソ関連事項 ○は西洋美術関連 ◎は一般事項

2～3月 、 ニ ュ ー ヨー クの カ ー ト ・ヴ ァ

ラ ン テ ィ ン画 廊 で 、 ピ カ ソ展 が 開催 さ

れ る 。4月 、 ピ カ ソ は 、 ヴ ァロ リ ス に

あ る古 い礼 拝 堂 を飾 る た め に、 戦 争 と

平 和 の2枚 の 板 絵 の 構 想 を練 る。10月

下 旬 、 フ ラ ン ソ ワ ー ズ との 関 係 が 悪 化

す る 。11月18日 、友 人 で 詩 人 の ポ ー ル ・
エ リ ュ ア ー ル が死 去 す る 。

1月 、 パ リの 国 立 近 代 美 術 館 で 「1907.

14年 の キ ュ ビス ム 展 」 が 開 か れ 、《ア

ヴ ィニ ヨ ンの 娘 た ち》 が1937年 来 初 め

て ヨー ロ ッパ で 公 開 さ れ る 。3月5日 、

ス ター リ ン死 去 。 ア ラ ゴ ンは ピ カ ソ に

『レ ・レ ッ トル ・フ ラ ンセ ー ズ 』 誌 に

掲 載 す る ス タ ー リ ン の 肖像 画 を依 頼 す

る 。 同 誌 （3月12­19日 ） に 載 っ た こ

の 肖 像 画 に対 し、 フ ラ ンス 共 産 党 は ピ

カ ソ に 抗 議 す る。5～7月 、 ロ ー マ 国 立

近 代 美 術 館 で 、 大 回顧 展 が 開 か れ る 。

8月 、ペ ル ピニ ャ ン で ジ ャ ッ ク リー ヌ ・

ロ ッ ク と出 会 う。9月 末 、フ ラ ン ソ ワー

ズ は 二 人 の 子 供 ク ロ ー ドとパ ロ マ を連

れ て ピ カ ソ の も と を 去 る 。9月 、 ロ ー

マ の 大 回 顧 展 は 、 ミ ラ ノ の パ ラ ッ

ツ ォ ・レ ア ー ル に 会 場 を移 し、 《ゲ ル

ニ カ》 《納 骨 堂 》《朝 鮮 の 虐 殺 》 《戦 争

と平 和 》 も追 加 され る。11月 末 か ら翌

年2月 初 め ま で 「画 家 と モ デ ル」 を 主

題 に 一 連 の デ ッサ ン180点 を 制 作 す る。
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1954年

（昭 和29）

1955年

（昭 和30）

1956年

（昭 和31）

9月

〃

1月

〃

〃

〃

〃

〃

5月

7月

8月

9月

〃

12月

〃

3月

5月

〃

形 象 の 面 白味 を さ ら さ ら と示 して い る と評 す る 。 ◇ 「名 作 鑑

賞 ブ リ ヂ ス トン 美術 館 か ら」 『朝 日新 聞 』8月24日

北 大 路 魯 山人　 関 口 俊 吾 と共 に ピ カ ソ を 訪 問 し、 ピ カ ソの 処

世 術 に興 味 を抱 く。◇ 「ピ カ ソ会 見 記 」 『芸 術 新 潮 』no.57

岡 本 太 郎　 ピカ ソ大 回 顧 展 （ロ ー マ ）で見 た 《戦 争 と平 和 》 に

つ い て 解 説 す る 。◇ 「ピ カ ソ の 戦 争 と平 和 」 『芸 術 新 潮 』no.57

○具体美術協会結 成
東 郷 青 児　 「ピ カ シ ズ ム の あ の 非 情 な エ ネ ル ジ ー に は 受 け止

め る こ と の 出 来 な い 冷 た さが あ っ た」 と述べ る 。 ◇ 「ダ ダ イ

ズ ム と未 来 派 」 『美 術 手 帳 』no.90

伊 原 宇 三 郎　 留 学 中 、 一 時 期 ピ カ ソ に ま る で 憑 か れ た よ う に

な っ た と述 べ る 。◇ 「ピ カ ソ に憑 か れ る 」 『美 術 手 帳 』no.90

山 口 長 男　 留 学 中 、 ロ ー ザ ンベ ー ル画 廊 ヘ ピ カ ソや ブ ラ ッ ク 、

レ ジ ェ を 見 に行 き、 元 気 つ け ら れ た と述 べ る 。 ◇ 「プ リ ミ

テ ィ ー フ か ら近 代 造 形 へ 」 『美 術 手 帳 』no.90

岡 本 太 郎　 留 学 中 、 ピカ ソの 抽 象 作 品 を 見 て 抽 象 画 を描 き始

め る と述 べ る 。◇ 「古 い 殻 を脱 ぎ す て る 」 『美 術 手 帳 』no.90

今 井 俊 満　 ピ カ ソ ら20世 紀 絵 画 、 抽 象 絵 画 を 経 て 、 今 後 い か

に受 け継 が れ発 展 す る か が 課 題 で あ る と述 べ る 。◇ 「戦 后 の

パ リに 生 き る」 『美 術 手 帳 』no.90

岡 本 謙 次 郎　『ヴ ェ ル ヴ』 に紹 介 され た180点 の デ ッサ ン につ

い て 。 ◇ 「ピ カ ソ ・人 間 喜 劇 」 『芸 術 新 潮 』no.61

宇 佐 美 英 治 ピ カ ソ が1953～54年 に か け て 描 い た 「画 家 と モ

デ ル 」 の シ リ ー ズ の デ ッサ ン につ い て論 じる 。◇ 「ピ カ ソの

近 作 デ ッ サ ン」 『み づ ゑ』no.598

東 郷 青 児　 ピ カ ソ の め ま ぐ る しい 飛 躍 に つ い て 論 じ る。◇ 「企

業 家 ピ カ ソ」 『芸 術 新 潮 』no.67

海 藤 日出 男 、植 村 鷹 千 代 、 徳 大 寺 公 英　 フ ラ ンス で は 、 ピ カ

ソ、レ ジ ェ が 頂 点 にあ る こ と に つ い て 討 議 す る。◇ 「座 談 会 ・

ピ カ ソ を乗 り越 え る もの 」 『美 術 手 帳 』no.98

今 井 俊 満　「我 々 は ピカ ソか ら学 ん だ 自 由 さ とそ の 前 衛 精 神 を

う けつ ぎ発 展 させ て い か ね ば な ら な い」 と述 べ る 。 ◇ 「20

世 紀 に 於 け る ピ カ ソ の位 置 」 『美 術 手 帳 』no.99

神 原 泰　 パ リ の装 飾 美術 館 で 開 催 され た ピ カ ソ の1900～55年

まで の 大 回顧 展 と 国 立 図 書 館 で の ピ カ ソ の版 画 の 回顧 展 につ

い て 述 べ る。 ◇ 「パ リに お け る ピ カ ソの 二 大 回顧 展 と本 年 度

の 作 品 に つ い て」 『み づ ゑ』no.602

ピカ ソの 近 況　 ヴ ァロ リス で 「ピ カ ソ と ヴ ァロ リス の 陶 芸 家

展 」 が 開 催 され た こ とを紹 介 す る。 ◇ 「ヨ ー ロ ッパ の 話 題 」

『美 術 批 評 』

瀧 口 修 造　 エ ン メ ル が撮 っ た 映 画 「ピ カ ソ」 に つ い て 紹 介 す

る 。 ◇ 「美 術 映 画 雑 記 」 『美 術 批 評 』

○12月 、 安 井 曾 太 郎 死 去

岡 本 太 郎　 今 日 の芸 術 の 問 題 と して ピ カ ソが 果 た した 役 割 を

振 り返 る。 ◇ 「ピ カ ソ 」 『芸 術 新 潮 』no.75

藤 本 東 一 良　 昨 年 パ リで 開 催 され た ピ カ ソ展 （装 飾 美 術 館 と

国 立 図 書 館 ） で は三 種 類 の ポ ス ター が 街 に張 り出 さ れ て い た

と述 べ る 。 ◇ 「フ ラ ン ス の展 覧 会 ポ ス タ ー と招 待 状 ・カ タ ロ

グ 」 『み づ ゑ 』no.610

瀬 木慎 一　 ピ カ ソの 《戦 争 》 と 《平 和 》 の 二 対 の作 品 に つ い

て 、 ヨー ロ ッパ 絵 画 の主 題 「嬰 児 虐 殺 」 を想 起 す る と述 べ る。

◇ 「戦 争 と平 和 」 『み づ ゑ 』no.610

4月 、 シ ル ヴ ェ ッ ト ・ダ ヴ ィ ッ ドを モ

デ ル に40点 ほ どの デ ッサ ンや 油 彩 画 を

描 く。11月 末 か ら、 ドラ ク ロ ワ の 《ア

ル ジ ェ の 女 た ち 》 を 下 敷 き に し た シ

リ ーズ を制 作 す る 。

○11月3日 、 マ テ ィ ス死 去

2月11日 、 妻 オ ル ガ の死 去 。6～10月 、

パ リの 装 飾 美 術 館 で 、「ピ カ ソの 絵 画:

1900­1955年 」 大 回 顧 展 が 開 か れ る。

夏 、 ニ ー ス の 映 画撮 影 所 ヴ ィ ク トリ ー

ヌ ・ス タ ジ オ で 、ア ン リ=ジ ュ ル ジ ュ ・

ク ル ー ゾ ー 監 督 に よ り映 画 「ピ カ ソ

天 才 の 神 秘 」 が 制作 され る。 映 画 の な

か で 《ラ ・ガ ル ー プ の 海 辺 で 》 と題 す

る油 彩 画 を2点 描 く。 カ ン ヌ に、 ラ ・

カ リ フ ォ ル ニ ー荘 を購 入 す る。

○1月 、 タ ン ギ ー 死 去 、8月 、 レ ジ ェ

死 去

2月 、 《海 辺 の 二 人 の女 》 を 制作 す る。

9月 、 「水 浴 者 」 の テ ー マ に 着 手 す る。

絵 の な か の 人 物 た ち を木 板 を 使 って 彫

刻 に し、 の ち に ブ ロ ンズ で鋳 造 す る。

10月25日 、 ヴ ァ ロ リス の マ ドゥー ラ陶

房 で ピカ ソ75歳 の誕 生 日 を祝 う。
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年代

1957年

（昭 和32）

月
9月

11月

2月

〃

〃

4月

5月

〃

〃

〃

5月22日

5月23日

6月

6月6日

6月18～22日

7月

〃

日本人の ピカソ言及、関連事項 ◇は出典先 ○ は日本近現代美術関連 ◎は一般事項 ピカ ソ関連事項 ○は西洋美術関連 ◎は一般事項

小 林 秀 雄 、吉 川 逸 治　 映 画 を通 して ピ カ ソの 芸 術 を理 解 す る

こ とに つ い て 。◇ 「映 画 「ピ カ ソ ・天 才 の秘 密 」 対 談 」 『芸

術 新 潮 』no.81

福 島 繁 太 郎 ら ピカ ソ訪 問　 福 島 は梅 原 龍 三 郎 、 香 月泰 男 ら と

カ ン ヌ に住 む ピ カ ソ を訪 問 す る 。◇ 『戦 後 洋 画 と福 島 繁 太 郎 』

山 口 県立 美術 館 、1991年

○ 「世 界 ・今 日の 美 術 」 展 （日本 橋 高 島屋 ）、 ア ン フ ォ ル メ ル

の紹 介

鶴 岡政 男　 ピ カ ソの 陶 板 画 に は東 洋 に 関 心 を もつ 最 近 の彼 の

傾 向 が 見 られ る と述 べ る。 ◇ 「ピ カ ソ の 陶板 画 」 『芸 術 新 潮 』

no.86

梅 原 龍 三郎　 福 島 繁 太 郎 夫 妻 、香 月 泰 男 ら と カ ン ヌ の ピカ ソ

を訪 問 した こ と につ い て。 ◇ 「帰 朝 放 談 」 『芸 術 新 潮 』no.86

船 戸 洪　 パ リ便 は “ピ カ ソの 時 代 は終 わ っ た ” “サ ロ ン ・ ド ・

メ は過 去 の サ ロ ン と化 した” と伝 え た と述 べ る。 ◇ 「パ リで

売 れ る 日本 人 画 家 」 『芸 術 新 潮 』no.86

宇 佐 美 英 治　 ピ カ ソ と レ ジ ェ は対 照 的 な存 在 で あ る と述 べ る 。

◇ 「ピカ ソ と レ ジ ェ」 『み づ ゑ 』no.621

ピ カ ソ版 画 展　 神 奈 川 県 立 近 代 美 術 館 で ピ カ ソの 版 画展 が 開

催 さ れ 、 石橋 美 術 館 な ど10ヵ 所 を巡 回 。 ブ リヂ ス ト ン美術 館

で は9月 に 開催 す る 。

東 野 芳 明　 ピ カ ソの 《食 事 》 （1953年）に は、 素 裸 か な 人 間 の

生 命 力 の ドラマ が あ る と述 べ る 。 ◇ 「原 色 版 解 説 ピ カ ソ《食

事 》」 『美 術 手 帳 』no.125

針 生 一 郎 、 岡 本 太 郎 、羽 仁 進　 ピ カ ソ は 日本 の現 状 で は 早 す

ぎる 、赤 旗 な ら ば わ か る とい う こ と につ い て討 議 す る 。◇ 「座

談 会 美 術 と大 衆 」 『美 術 手 帳 』no.125

ピ カ ソの 近 況　 パ リ の セ ー ヌ左 岸 の 画 廊 で 開催 さ れ た ピ カ ソ

の 回顧 展 に “ジエ モ” 技 法 で 制 作 した 作 品 が 出 品 され た 。 ◇

「海 外 ニ ュ ー ス ピ カ ソの “ジ エ モ ” に よ る 回 顧 展 」 『美 術

手 帳 』no.125

瀧 口修 造　 わ か ら な い絵 の代 表 の よ う な ピ カ ソ 、 親 しみ 深 い

人 間 的 な ピ カ ソ、 大 衆 の 手 の 届 か ない ピ カ ソ…い ろ い ろ な ピ

カ ソが い る と述 べ る 。◇ 「ピカ ソの 魅 力 版 画 展 と映 画 をめ

ぐっ て 」 『朝 日新 聞 』5月22日

難 波 田 龍 起　 ピ カ ソ の作 品 に は ユ ー モ ラ ス な面 が 大 い に あ っ

て 人 を解 放 に向 か わせ る が 、 ど こ まで も人 間 との格 闘 が 続 く

と述 べ る。 ◇ 「ピ カ ソ版 画 展 をみ て 石 版 画 を作 り変 え た力

量 」 『東 京 新 聞 』5月23日

H.G.ク ル ウ ゾ ー 『芸 術 新 潮 』 と川 喜 多 氏 の依 頼 に よ り、 映

画 「ピ カ ソ ・天 才 の 秘 密 」 の 制 作 につ い て述 べ る 。 ◇ 「キ ャ

メラ の 前 の ピ カ ソ」 『芸 術 新 潮 』no.90

中 原 佑 介　 ピ カ ソ は 巨 匠 だ が 名 匠 と は言 え な い と批 評 す る。

◇ 「ピ カ ソ版 画 展 をみ る 」 『読 売 新 聞 』 （6月6日 夕刊 ）
ピカ ソ版 画 展 か ら　 版 画 展 の 紹 介 と 出 品作 品 の 《渦 巻 き髪 の

女 》 《イ タ リ ア の 女 》 《顔 》 《青 春 》 の 解 説 。 ◇ 「ピ カ ソ 展 か

ら（１）～（４）」 『朝 日新 聞 』6月18日 、19日 、21日 、22日

ピカ ソ ・ブ ー ム ピカ ソ版 画 展 の 開催 や ピカ ソ の 映 画 が 封 切

られ 、 ピ カ ソ ・ブ ー ム と な る 。 「ピ カ ソ にお くる 児 童 画 」 募

集 の 社 告 が 毎 日新 聞 に 載 る。 ◇ 「展 望 台 ピカ ソ ・ブ ー ム」

『美 術 手 帳 』no.128

土 方 定 一 、柳 亮 、徳 大 寺 公 英 、 針 生 一 郎　 日本 人 は 目の 前 で

3～4月 、 パ リの ル イ ーズ ・レ リス 画廊

で 、 ピカ ソの1955～56年 に 制作 され た

作 品 が展 示 され る。5～9月 、ニ ュ ー ヨー

ク近 代 美 術館 で ピ カ ソの 生 誕75年 展 が

催 さ れ る 。こ の 展 覧 会 は 、シ カ ゴ、フ ィ

ラ デ ル フ ィ ア へ 巡 回 す る 。8月 、 ラ ・

カ ル フ ォ ル ニ ー で ベ ラ ス ケ ス の 《ラ

ス ・メ ニ ー ナ ス 》 を も と に した 連 作 を

制 作 す る 。 秋 、 ユ ネ ス コ か らパ リの ユ

ネ ス コ 本 部 の ラ ウ ン ジ を飾 る壁 画 を依

頼 さ れ る 。

104 研究報告



1958年

（昭 和33）

7月

〃

〃

8月

〃

9月

10月

11月

12月

〃

1月

〃

3月

4月

〃

　〃

5月

ピ カ ソが 絵 を描 い て い る とい う実 感 が な い と批 評 す る 。◇ 「座

談 会　 世 界 の現 代 美 術 に お け る 民 族 性 と風 土 の 問 題 第4回

日本 国 際 美 術 展 を観 て 」 「美 術 手 帳 』no.128

瀬 木 慎 一　 世 界 的 な 巨 匠 ピ カ ソ は ロ ル ジ ェ 、 ビュ ッ フ ェ、 ミ

ノー らの 「反 ピ カ ソ」 の ス ロー ガ ン と な っ て い る と述 べ る。

◇ 「世 界 の 美 術 批 評 家 をめ ぐ る三 章 」 『美 術 手 帳 』no.128

久 保 貞 次 郎　 ピ カ ソ 版 画 展 の 展 評 で 、 日本 の 美 術 館 が100点

く らい の ピ カ ソ の版 画 を 今 の う ち に収 集 す べ きだ と述 べ る。

◇ 「ピ カ ソの 版 画 」 『美 術 手 帳 』no.128

ピカ ソの 近 況　 ル イ ー ズ ・レ リス 画 廊 で ピ カ ソ の76歳 の 誕 生

記 念 展 が 催 さ れ、 ピカ ソ が また 新 しい 道 に ふ み こ ん だ と展 評

す る。 ◇ 「海 外 ニ ュ ー ス ピ カ ソ76歳 の 誕 生 記 念 展 」 『美 術

手 帳 』no.128

土 方 定 一　 4、5年 前 に パ リの ル イー ズ ・レ リス 画廊 で 佐 藤 敬

と ピ カ ソの 版 画 展 を見 て 以 来 、 ピ カ ソの 版 画 に魅 了 され 、 ピ

カ ソの 版 画 を 「生 命 的 な 緊 張 感 に満 た さ れ て い る」 と述 べ る。

◇ 「ピカ ソの 版 画 」 『み づ ゑ』no.625

針 生 一 郎　 ピ カ ソ の 《二 人 の 裸 婦 》 を 「力 感 に み ち た デ フ ォ

ル マ シ オ ンが 、 み ご と な均 衡 を生 み だ し て い る」 と述べ る 。

◇ 「今 年 の サ ロ ン ・ ド ・メ 」 『み づ ゑ』no.625

小 川 マ リ子　 ピ カ ソ の 《絵 の 中 の 果 物 》 （1908年）は セ ザ ンヌ

風 で 親 しみ や す い と述 べ る 。◇ 「原 色 版 解 説 ピ カ ソ 《絵 の

中 の 果 物 》」 『美 術 手 帳 』no.130

針 生 一 郎 、 今 井 俊 満 、山 口勝 弘　 今 井 はパ リ留 学 中 （1952年）、

日本 的 な もの を取 り去 り、西 欧 の 合 理 主 義 精 神 に触 れ た い と

考 え る 。 ピ カ ソの 影 響 を受 け る 。◇ 「座 談 会 ア ン フ ォ ル メ

ル を め ぐっ て 西 洋 と東 洋 ・伝 統 と現 代 」 『美術 手 帳 』no.131

ピ カ ソの 近 況 　 NBCテ レ ビ に 出演 す る ピ カ ソ に つ い て 。◇

「海 外 ニ ュ ー ス テ レ ビ に 出 演 す る ピ カ ソ」 『美 術 手 帳 』

no.133

ピ カ ソ の 近況　 ピ カ ソ76歳 の誕 生 記 念 展 が ル イ ー ズ ・レ リス

画 廊 で催 され る 。 ◇ 「海 外 の話 題 」 『美 術 手 帳 』no.134

瀧 口修 造　 ピカ ソが 手 が け た ビ ュ ッ フ ォ ンの 『博 物 誌 』 の版

画 に つ い て解 説 す る。 ◇ 「ピ カ ソ の 素 描 」 「芸 術 新潮 』no.96

○ 梅 原 龍 三 郎 、 芸 術 院 会 員 を辞 退 す る 。

改 田 昌道　 ピカ ソの 絵 画 制 作 の様 子 を 漫 画 で 紹 介 。 ◇ 「ピ カ

ソ 天 才 の秘 密 」 『美 術 手 帳 』no.136

江 原 順 ピ カ ソ とア ポ リ ネ ー ル の 出会 い に つ い て 。 ◇ 「ア ポ

リ ネ ール と画 家 た ち 」 『美 術 手 帳 』no.１36

白 井 浩 司　 サ ル トル の キ ュ ビ ス ム 言 及 に つ い て 。 ◇ 「J.P.

サ ル トル 実在 主 義 的 美 術 観 」 『美 術 手 帳 』no.138

小 林 秀 雄 、吉 川 逸 治　 ピ カ ソ と ク レ ー との 比 較 、 ピ カ ソの 次

に くる もの な ど を述 べ る 。◇ 「ピ カ ソ 以 後 （対 談 ）」 『芸 術 新

潮 』no.100

丸 木 俊 子　 1956～58年 にか け ての ロ シ ア 美術 界 で の ピ カ ソ の

評 価 に つ い て述 べ る。 ◇ 「ソ ヴ エ ッ トの ピ カ ソ 嫌 い 」 『芸 術

新 潮 』no.100

ピ カ ソの 話 題　 カ ー ンワ イ ラー が 英 紙 『オ ブ ザ ー ヴ ァー 』 に

「ピ カ ソ語 録 」 を載 せ た 記 事 につ い て。 ◇ 「海 外 の 話 題 ピ

カ ソの 怪 気 炎 」 『美 術 手 帳 』no.140

D.D.ダ ンカ ン　 カ メ ラ マ ン の ダ ン カ ンが 撮 影 した カ ンヌ の

ピ カ ソの 日常 生 活 を解 説付 きで 紹 介 す る。◇ 「愛 す る ピカ ソ」

『芸 術 新 潮 』no.101

1月29日 、 ユ ネ ス コ の 壁 画 の た め の 最

終 的 な習 作 を 行 う。3月29日 、 ヴ ァ ロ

リス の 公 立 学 校 の 校 庭 で 、 ユ ネ ス コ の

壁 画 の 贈 呈 式 が 行 わ れ る。9月 、 エ ク

ス=ア ン=プ ロ ヴ ァ ン ス 近 く に 建 つ

ヴ ォ ー ヴ ナ ル グ 城 を購 入 す る。

研究報告 105



年代

1959年

（昭 和34）

1960年

（昭 和35）

月
5月

〃

5、7月

6月

7月

8月

9月

11月26日

12月

3月

5、7～11月

8月

11月

12月

2月

日本 人の ピカソ言及 、関連事項 ◇ は出典先 ○は日本近現代美術関連 ◎は一般事項 ピカソ関連事項 ○ は西洋美術関連 ◎は一般事項

中 山 公 男　 サ ー カ ス を 主題 に した 芸 術 作 品 の な か で 、 ピ カ ソ

が 描 く道 化 は 「人 間家 族 」 の 象 徴 で あ る と述 べ る 。◇ 「不 滅

の 主 題 道 化 と サ ー カ ス の 造 形 史 」 『美 術 手 帳 』no.141

ピ カ ソの 話 題　 パ リの サ ン=ジ ェ ル マ ン=デ=プ レの 広 場 に お

け る ピ カ ソ作 の ア ポ リネ ー ル 像 の 記 念 碑 建 立 に つ い て 。◇ 「海

外 の 話 題　 ピ カ ソ作 ア ポ リ ネ ー ル像 」『美 術 手 帳 』no.141

曽 根 元 吉　 ピ カ ソが ロ シ ア ・バ レエ の 「バ ラ ー ド」 の 舞 台 装

飾 と衣 装 の デ ザ イ ン を した こ とや 、 ピ カ ソ の新 古 典 主 義 時 代 、

キ ュ ビス ムの 作 風 との 関 係 につ い て述 べ る 。◇ 「ピカ ソ か ら

コ ク トオ へ 」 『み づ ゑ』no.635、 「舞 台 転 換 の ピ カ ソ」 『み づ

ゑ 』no.637

ピ カ ソの 話 題　 ロ シ ア で 初 め て の ピ カ ソ研 究書 、 フ ラ ンス で

の ピ カ ソの 陶 器 展 に つ い て 。 ◇ 「海 外 の話 題 ピカ ソの 話 題

二 つ 」 『美術 手 帳 』no.142

大 島 辰 雄　 ア ラ ゴ ンの ピ カ ソ 《人 間喜 劇 》 論 評 な ど につ い て。

◇ 「美 術 思 潮 周 辺 ル イ ・ア ラ ゴ ン　 超 現 実 主 義 か ら 〈現 実

世 界 〉へ 」 『美 術 手 帳 』no.144

瀬 木 慎 一　 カ フ カ の ピ カ ソ批 評 な ど に つ い て 。 ◇ 「美 術 思 潮

周 辺　 フ ラ ン ツ ・カ フ カ　 表 現 派 の 絵 画 と不 条 理 の 作 家 」

『美 術 手 帳 』no.145

大 久 保 泰　 音 楽 を 主 題 に した芸 術 作 品 の な か で 、 ピ カ ソが 描

く牧 神 や ピ カ ソ とギ ター につ い て取 り上 げ る。 ◇ 「不 滅 の主

題 楽 器 と奏 者 色 彩 の フ ォ ル ム と 交 響 楽 」 『美 術 手 帳 』

no.146

ピ カ ソ の 《母 と子 》　 画 商 ロ ー ゼ ンバ ー グ （ニ ュ ー ヨー ク）が

ピ カ ソ の 《母 と 子 》 （Z.XXI:290、 現 在 個 人 所 蔵 、 日 本 ）に15

万2千 ドル （5,472万円 ）の 高値 をつ け た 。 ◇ 「高 値 をつ け た ピ

カ ソ の 「母 と子 」」 『朝 日新 聞 』11月26日

東 野 芳 明　 パ リの 新 ユ ネ ス コ本 部 講 堂 に描 か れ た ピ カ ソ の 壁

画 に つ い て の フ ラ ン ス 人 の批 評 を 述 べ る。 ◇ 「新 ユ ネ ス コ本

部 の装 飾 」 『み づ ゑ 』no.643

高 橋 新 吉　 ピ カ ソの 《宮 女 》 は ベ ラス ケ ス の 《ラ ス ・メ ニ ー

ナ ス 》 を聯 想 す る こ と に よっ て さ さ え られ て い る と述べ る 。

◇ 「ピカ ソの 「宮 女 」」 『芸 術 新 潮 』no.111

高 階 秀 爾　ピ カ ソ一 流 の 剽 窃 に つ い て 、 「ピ カ ソの 剽 窃 」、 「ピ

カ ソ と モ ンマ ル トル 」、 「宮 廷 の侍 女 達 」、 「ゲ ル マ ン の 誘 惑 」、

「ラ テ ン精 神 の 伝 統 」、 「戦 争 と平 和 」 を論 じる 。◇ 「ピカ ソ

の 剽 窃 」 『み づ ゑ 』no.648、650（7月 号 ）、652～655（8～11

月 号 ）

高 階 秀 爾　 世 界 各 地 で 開 か れ る ピ カ ソ展 を 巨 象 を 撫 で る群 盲

に た と え る。◇ 「巨象 と群 盲 マ ル セ ー ユ の ピカ ソ展 を見 て」

『美 術 手 帳 』no.161

三 宅 正 太 郎　 加 山 四 郎 の 絵 画 思 想 は ピ カ ソ を 見 る こ とで 根 本

か ら くつ が え さ れ る と述 べ る 。 ◇ 「加 山 四郎 滞 欧 青 春 賦 」

『美 術 手 帳 』no.106

東 野 芳 明　 フ ォ ー トリ エ の 《人 質 》 は ゴヤ の 《戦 禍 》、 ピ カ

ソの 《ゲ ル ニ カ 》 と並 べ て3つ め の 正 しい 意 味 で の 「戦 争 画 」

で あ る と述 べ る 。◇ 「ピ カ ソ以 後 の革 命 画 家 フ ォ ー トリエ」

『美 術 手 帳 』no.165

○ 国 立 西 洋 美 術 館 開 館

2月 、 ヴ ォー ヴ ナ ル グ城 に1961年 春 ま

で 制作 と休 養 の 日 々 を過 ご す 。5～6月 、

パ リの ル イ ー ズ ・レ リス 画 廊 で 「《ラ

ス ・メニ ー ナ ス》1957年 」 展 が 開 か れ

る 。6月5日 、1941年 作 の ドラ ・マ ー ル

の ブ ロ ンズ 像 《女 の頭 部 》 が 、 アポ リ

ネ ー ル の 記 念 碑 と し て サ ン=ジ ェ ル マ

ン=デ=プ レの 墓 地 の庭 に 設 置 され 、 除

幕 式 が 行 わ れ る 。8月 、 マ ネ の 《草 上

の 昼 食 》 を も と に作 品 を 制 作 す る。 秋 、

リ ノ カ ッ ト（リ ノ リ ウ ム版 画 ）を実 験 的

に試 す 。

今 泉 篤 男 、佐 野 繁 次 郎　 ミロ と ピ カ ソの 関 係 につ い て 。◇ 「対

談 ミ ロ の芸 術 造 形 の 詩 人 」 『美 術 手 帳 』no.169

7～9月 、 ロ ン ド ン の テ ー ト ・ギ ャ ラ

リ ー で ピ カ ソ 回 顧 展 が 開 か れ 、1895～
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1961年

（昭 和36）

2月

3月

〃

5月

6月

7月

9月

10月

〃

〃

〃

1月

〃

〃

〃

2月

〃

3月

土 方 定 一　 ピ カ ソの 《ゲ ル ニ カ 》 を解 説 し、 ピ カ ソ に 限 らず

偉 大 な作 家 は 時 代 の 民 衆 の な か に 沈 潜 し なが ら 、 そ こ か ら受

け た 精 神 の 傷 痕 を記 録 す る と述 べ る 。 ◇ 「名 画 に よ る 人 間 の

歴 史 」 『芸 術 新潮 』no.122

ピ カ ソ の 近 況　 ピ カ ソ の1955年11月1日 ～1956年1月14日 ま

で の 写 生 帖 の 複 製 『カ リ フ ォ ル ニ ー の 手 帖 』が セ ル ク ル ・ダー

ル か ら出 版 され る こ とに つ い て 。 ◇ 「海 外 短 信　 ピカ ソの 秘

密 をの ぞ かせ る 「手 帖 」」 『美 術 手 帳 』no.170

生 野 幸 吉　 ピ カ ソ の 《ゲ ル ニ カ》 を ミュ ンヘ ンの 巡 回 展 で 見

て 、 異 常 な静 寂 に領 さ れ て い て 、 別 次 元 の 空 間 だ っ た と述 べ

る 。 ◇ 「モ ナ ・リザ とゲ ル ニ カ」 『芸 術 新 潮 』no.123

末 松 正 樹 、 瀬 木 慎 一　 キ ュ ビス トの レ ジ ェ と ピ カ ソ を比 較 す

る 。 ◇ 「対 談 レジ ェの 芸 術 ダ イ ナ ミ ック な 空 間 構 成 と未

来 像 へ の 確 信 」 『美 術 手 帳 』no.173

刀 根 山 光 人　 カ ンヌ の ピ カ ソ に会 う。 ◇ 「ミ ロ ・ピ カ ソ訪 問

記 」 『芸術 新 潮 』no.126

ピ カ ソの 近 況　 ピカ ソが フ ラ ン ス平 和 委 員 会 資 金 の ため に 陶

皿 の 複 製 を 許可 した こ と につ い て。 ◇ 「手 帖 通 信 ピ カ ソ の

絵 皿 売 り 出 す 」 『美 術 手 帳 』no.175

ピ カ ソの 話 題　 ロ ン ドンの テ ー ト ・ギ ャ ラ リー で ピ カ ソ の大

展 覧 会 が 開催 され 、 王 室 一 家 も観 覧 した 。 ◇ 「海 外 短 信　 ロ

ン ドン で最 大 の ピカ ソ展 」 『美 術 手 帳 』no.178

瀬 木 慎 一　 ロ ン ドンの 大 ピ カ ソ展 に つ い て の 報 告 。 ◇ 「話 題

を ま い た ロ ン ドンの 大 ピ カ ソ展 」 『美 術 手 帳 』no.179

三 雲 祥 之 助 、 中 山 公 男　 ブ ラ ック と ピ カ ソの キ ュ ビ ス ム に つ

い て 。◇ 「対 談　 ブ ラ ッ ク の 芸 術　 解 体 か ら綜 合 へ 」 『美 術

手 帳 』no.179

20世 紀 フ ラ ン ス 美 術 展　 日仏 文 化 交 流 の 第2弾 と して ピ カ ソ、

ミロ な ど20世 紀 美 術 作 品 を紹 介 。 国 立 西 洋 美 術 館 、京 都 市 美

術 館 で 開 催 す る。

加 藤 正　 ピ カ ソが 新 た に始 め た リ ノ リ ウ ム版 画 につ い て解 説

し、 新 しい 出 発 を開 始 す る と述 べ る 。 ◇ 「ピ カ ソ の リノ リ ウ

ム版 画 」 『芸 術 新 潮 』no.130

1959年 にか け て 制 作 さ れ た270点 が 出

品 され る 。 カ タ ロ グ を ロ ー ラ ン ド ・ペ

ンロ ー ズ が 担 当 す る。

東 野 芳 明　 若 い 世 代 が ア メ リカ 絵 画 に 自 国 の英 雄 を持 っ た こ

と とモ ダ ン ・ア ー トの ヒ ー ロ ー だ った ピ カ ソ との 関係 を 述 べ

る 。◇ 「開 拓 者 の 扼 殺 を め ざ して 」 『美 術 手 帳 』no.183

徳 大 寺 公 英　 ヨ ー ロ ッパ 美術 界 で は ピ カ ソ の 時代 が 去 っ た こ

と を伝 え る。 ◇ 「伝 統 の 歯 車 を か む 正 系 と異 端 」 『美 術 手 帳 』

no.183

ピ カ ソ の 話 題　 パ リ近 代 美 術 館 で1960年11月 ～1961年1月23

日迄 、 「20世紀 の 源 泉 」 展 が 開 か れ 、20世 紀 美 術 を 形 造 る 基

礎 と な る1,000点 もの 作 品 が 展 示 され る 。 ピ カ ソの 《ア ヴ ィ

ニ ョ ンの 娘 た ち》も 出品 さ れ る 。◇ 「海 外 の話 題 豊 か な 「20

世 紀 の 源 泉 」 展 」 『美 術 手 帳 』no.183

岡 本 太 郎 、 川 北 倫 明 、 西 脇 順 三 郎　 創 造 と破 壊 に つ い て ピ カ

ソ な どの 芸 術 を 討 論 す る 。◇ 「座 談 会　 伝 統 と 革 新 」 『美 術

ジ ャ ーナ ル 』no.16

ピ カ ソ版 画 展　 本 間美 術 館

中 原 佑 介 、瀬 木 慎 一 、 向 井 周 太 郎　 運 動 と衝 突 につ い て ピ カ

ソ芸 術 を討 論 す る 。 ◇ 「座 談 会　 世 界 の な か の 日本 」 『美 術

ジ ャ ーナ ル』no.17

ア ン テ ィ ー ブ の ピ カ ソ 美 術 館 の 紹 介　 ◇ 「特 集 ・2ア ン

テ ィ ー ブ の ピ カ ソ 美 術 館 」 『芸術 新 潮 』no.135

3月2日 、 ヴ ァ ロ リ ス で ジ ャ ック リー ヌ

と結 婚 す る。6月 、 ム ー ジ ャ ンの 村 近

くに 新 し く建 て ら れ た ノ ー トル=ダ ム=

ド=ヴ ィ荘 に移 る 。

研究報告 107



年代

1962年

（昭 和37）

月

5月

6月

8月

〃

〃

9月

10月

11月

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

12月

,,

〃

1月
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日本人の ピカソ言及、関連事項 ◇は出典先 ○は 日本近現代美術関連 ◎は一般事項

ピ カ ソ夫 妻 の グ ラ ビ ア紹 介 ◇ 「特 集 ・2ピ カ ソ の 幸 福 な

日」 『芸術 新 潮 』no.137

小 山 田 二 郎 、東 野 芳 明　 タマ ヨの ピ カ ソ か らの 影 響 につ い て。

◇ 「対 談 ル フ ィ ー ノ ・タ マ ヨ　 不 信 へ の 挑 戦 」 『美 術 手 帳 』

no.190

瀬 木 慎 一 、 金 子 真 珠 郎　 ポ ロ ッ クへ の ピ カ ソ の 《ゲ ル ニ カ》

の 影 響 な ど。 ◇ 「対 談　 ポ ロ ッ ク　 複 眼 の視 覚 偉 大 な る発

見 者 」 『美 術 手 帳 』no.192

土 方 定 一　 画 商 ヴ ォ ラ ー ル と ピ カ ソ につ い て 。◇ 「近 代 画 商

の 誕 生 」 『美 術 手 帳 』no.192

岡 本 太 郎　 ピ カ ソ の意 味 に つ い て 。 ◇ 「作 家 の 記憶　 生 き 、

仕 事 を して い く意 味 」 『美 術 ジ ャ ー ナ ル 』no.23

土 方 定 一　 ピ カ ソ と画 商 カ ー ン ワ イ ラ ー につ い て 。◇ 「呪 術

師　 職 人　 美 術 家　 ピ カ ソ の 画 商 」 『美術 手 帳 』no.193

ピ カ ソ全 貌 シ リ ー ズ 第1回 版 画 展　 ア ー ト ・フ レ ン ド ・ア ソ

シ エ ー シ ョ ン主 催 で 日本 橋 ・白 木 屋 、 京 都 、 大 阪 を 巡 回 。

久 保 貞次 郎　 ピ カ ソ の初 期 の エ ッチ ン グか ら近 作 の リノ リ ウ

ム の 版 画 に つ い て 。 ◇ 「ピ カ ソ の 版 画 の 見 方 」 『み づ ゑ 』

no.680

瀬 木 慎 一　 ピ カ ソの 版 画 の愛 と暴 力 の テ ー マ につ い て論 じる 。

◇ 「愛 と暴 力 」 『み づ ゑ 』no.680

大 岡 信　 ピ カ ソの 版 画 か ら詩 作 す る 。 ◇ 「ピ カ ソ の ミノ タ ウ

ロ ス」 『み づ ゑ』no.680

岡 本 太 郎　 ピカ ソ は 自分 に と っ て 「芸 術 家 」で あ り、 「画 家 」

で は な い と述 べ る 。 ◇ 「ピ カ ソ の魅 力 」 『み づ ゑ 』no.680

神 彰 ピカ ソの 全 貌 版 画 展 につ い て 。 ◇ 「私 の ピカ ソ観 」 『み

づ ゑ』no.680

駒 井 哲 郎　 ピカ ソは も と も と現 在 の 混 沌 と した 抽 象 絵 画 とは

無 縁 の 画 家 と述 べ る。 ◇ 「技 倆 に た い す る過 信 」 『み づ ゑ 』

no.680

宮 本 三 郎　 ピカ ソが 一 つ の 主 題 の な か か ら抽 出 す る も の に つ

い て。 ◇ 「ピカ ソ 版 画 展 をみ て」 『み づ ゑ』no.680

久 保 貞 次 郎　 ピカ ソの 版 画 展 を見 て 、破 壊 は ピ カ ソの 生 命 で

あ る と述 べ る 。◇ 「特 集 ・4ピ カ ソ版 画 の 意 味 」 『芸 術 新 潮 』

no.143

瀬 木 慎 一　 ピカ ソ は 、 版 画 だ け で美 術 史 上 に 第 一 級 に位 置 づ

け られ る大 芸 術 家 だ と述 べ る。◇ 「ピ カ ソ の 版 画　 その 全 貌 」

『美 術 手 帳 』no.196

ピ カ ソ 版 画 展　 ピカ ソ の1930～60年 に お よぶ304点 の 版 画 展

の 紹 介 。 ◇ 「ピ カ ソ 展 よ り」 『美 術 ジ ャ ー ナ ル』no.26（11、

12月 合 併 号 ）

M.フ グ ラ ー （坂 崎 乙 郎 訳 ）　ピ カ ソ は形 体 、 ク レ ー の 制 作 の

体 質 は 色 彩 に あ る と述 べ る 。 ◇ 「ク レー と ピ カ ソ」 『芸 術 新

潮 』no.144

宇 佐 美 英 治 、 乗 松 巌　 ジ ャ コ メ ッ テ ィ と ピカ ソ の ヴ ィ ジ ョン

の 違 い につ い て な ど。◇ 「対 談　 ジ ャ コ メ ッテ ィの 芸 術 空

虚 の 中 の 存 在 の 実 現 」 『美 術 手 帳 』no.197

ピカ ソ展 と ク レ ー展 ピ カ ソ展 と ク レ ー展 が 開催 され る。 ◇

「ク レー 展 と ピ カ ソ展　 手 帳 通 信 」 「デ パ ー ト時 評 」 『美 術 手

帳 』no.197

ピカ ソ の話 題D.D.ダ ン カ ン が 撮 影 した ピ カ ソ 秘 蔵 の 作 品

集 『ピ カ ソの ピ カ ソ』 に つ い て 。 ◇ 「海 外 の話 題　 写 真 家D.

ピカソ関連事項 ○ は西洋美術関連 ◎は一般事項

1～2月 、 パ リ の ル イ ー ズ ・ レ リ ス 画 廊

で ヴ ォ ー ヴ ナ ル グ で1959～61年 に か け



1月

2月21日

3月

4月

5月1日

5月

6月

7月

〃

〃

9月

10月

〃

11月

　〃

〃

〃

D.ダ ン カ ン と知 ら れ ざ る ピ カ ソ 」 『美 術 手 帳 』no.199

瀬 木 慎 一　 D.D.ダ ン カ ン撮 影 の ピ カ ソ の 未 公 開 作 品 約500

点 の 作 品 集 が 出版 さ れ た こ とで 、 ピ カ ソ の1930年 代 の 全 活 動

が 明 ら か に な っ た と述 べ る 。◇ 「「ピ カ ソ秘 蔵 の ピ カ ソ 」 現

れ る 」 『芸 術 新 潮 』no.145

平 林 た い 子　 フ ラ ンス 共 産 党 が ピカ ソの 除 名 を思 い とま っ た

こ と につ い て 。 ◇ 「共 産 党 と芸 術 家 （下 ）」 『読 売 新 聞 』2月

21日

ヨシ ダ ・ヨシ エ　 日本 の戦 争 画 に対 して 、 ヨ ー ロ ッパ の 画 家

が 描 い た 目撃 者 と して の 戦 争 画 の例 と して ピ カ ソの 作 品 を挙

げ る 。◇ 「変 革 と批 評 」 『美 術 ジ ャ ーナ ル 』no.27

宮 川 淳　 キ ュ ビス ム と ピ カ ソ の 《ア ヴ ィニ ョ ンの 娘 た ち》 に

つ い て な ど。◇ 「20世紀 美 術 の 視 点4　 1912年 パ リ」 『美 術 手

帳 』no.202

ピ カ ソ 、 レ ー ニ ン平 和 賞 受　賞 ピ カ ソ は1961年 度 国 際 レ ー ニ

ン平 和 賞 を受 賞 す る 。 ◇ 「ピ カ ソ ら5人 レー ニ ン平 和 賞 」 『読

売 新 聞 』5月1日

ピ カ ソの 話 題　 ロ ン ドンの 競 売 で ピ カ ソ の 《道 化 師 の 死 》 と

《庭 にす わ っ た女 》 に 世 界 最 高 の 値 段 が つ い た 。◇ 「海 外 短

信　 ピ カ ソ ・世 界 最 高 の値 段 つ く」 『美 術 ジ ャ ーナ ル 』no.29

東 野 芳 明　 パ リ の ベ ル グ リュ ー エ ン画 廊 か ら 出版 され た 貼 紙

写真 集 「デ ィユ ル ヌ」 に つ い て 。 ◇ 「ピ カ ソ の 「日 々 の 愉 し

み 」」 『芸 術 新 潮 』no.150

瀬 木 慎 一　 ニ ュ ー ヨ ー ク の9つ の ギ ャ ラ リ ー で 開 か れ た 「ピ

カ ソ展 」 を紹 介 し、 ア メ リ カ で の ピ カ ソの 受 容 に つ い て 述 べ

る 。◇ 「ア メ リ カに あ る ピ カ ソ ニ ュ ー ヨ ー クの 大 ピ カ ソ展 」

『芸 術 新潮 』no.151

ピ カ ソ の新 作　 ピ カ ソの 新 作 画 集 《昼 食 》 につ い て。 ◇ 「海

外 の 話 題　 ピカ ソの 新 作 「昼 食 」」 『美術 手 帳 』no.206

前 衛 美 術 会 の 声 明　 前 衛 美 術 会 の発 会 式 の 声 明 文 に ピ カ ソ 、

ダ リ、 マ テ ィス が 取 り上 げ ら れ る。 ◇ 「現 代 日本 の 美 術 の底

流　 ア ヴ ァ ン ギ ャル ドの 周 辺 」 『美 術 ジ ャ ー ナル 』no.31

坂 崎 乙 郎　 芸 術 の 政 治 的 弾 圧 と ピ カ ソ の 《ゲ ル ニ カ》 な ど に

つ い て。 ◇ 「20世紀 美 術 の 視 点9　1937年 ベ ル リン」 『美 術 手

帳 』no.209

大 岡 信　 ピ カ ソ の剽 窃 の 最 新 作 で あ る 《食 事 》の シ リ ー ズ （マ

ネ の 《草 上 の 昼 食 》 を下 敷 きに して い る）を解 説 す る。 ◇ 「マ

ネ の 「草 上 の 宴 」の 変 奏 曲　 ピ カ ソ の古 典研 究 」 『芸術 新 潮 』

no.154

金 子真 珠 郎　 サ ロ ン ・ド ・メ に 出 品 され た ピ カ ソ の 《横 た わ

る 女 》 に つ い て 。◇ 「11年 め に サ ロ ン ・ ド ・メ 展 を む か え

て　 ボ ンヌ ・ニ ュ イ ・サ ロ ン ・ ド ・メ」 『美 術 手 帳 』no.210

ピ カ ソ ・ゲ ル ニ カ　展 出 品 作 品63点 の う ち1点 は ゲ ル ニ カ の

タ ペ ス トリー 。 国 立 西 洋 美 術 館 、 久留 米 、 名 古 屋 を巡 回 。

大 岡 信　 ピカ ソや ミ ロ は大 西 洋 を こ え て 強 い 支 配 力 を及 ぼ し

て い た と述 べ る。 ◇ 「1948年 ・ニ ュ ー ヨ ー ク」 『美 術 手 帳 』

no.212

ピ カ ソ ・ゲル ニ カ展 今 世 紀 の 記 念 碑 的作 品 《ゲ ル ニ カ》 を

紹 介 す る展 覧 会 に つ い て 。 ◇ 「ピカ ソ ・ゲ ル ニ カ展 よ り」 『美

術 ジ ャ ー ナ ル』no.35（11、12月 合 併 号 ）

高 階 秀 爾　 ピ カ ソ は 、 マ ネ の 作 品 にお い て古 典 的 な もの へ の

復 帰 を 目指 した の だ ろ うか と述 べ る。 ◇ 「ピ カ ソ の 剽 窃 － 近

作 「草 上 の 昼 餐 」」 『み づ ゑ 』no.693

て 制 作 し た油 彩 画 の展 覧 会 が 催 され る。

4～5月 、 ポ ー ル ・ロ ー ザ ンベ ー ル な ど

ニ ュー ヨー ク の9つ の 画 廊 に よ る 「ピ

カ ソ、 ア メ リ カか ら の賛 辞 」 展 が 開 か

れ る。 総 作 品 数 は390点 で 、 カ タ ロ グ

を ジ ョ ン ・リチ ャ ー ドソ ン が 制作 す る 。

5月1日 、 二 度 目の レ ー ニ ン平 和 賞 を受

賞 す る 。5～9月 、 ニ ュ ー ヨ ー ク 近代 美

術 館 で 「ピカ ソ生 誕80年 展 」 が 開 か れ

る。

「ピ カ ソ ・ゲ ル ニ カ 展 」
図録 （1962年）
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年代

1963年

（昭和38）

1964年

（昭 和39）

月
11月24日

12月

〃　

〃

1月

2月

〃

3月

5月

5月17日

11月

4月

〃

〃

5～8月

5月25日

6月

日本人の ピカ ソ言及、関連事項 ◇は出典先 ○ は日本近現代美術関連 ◎は一般事項 ピカソ関連事項 ○ は西洋美術関連 ◎は一般事項

中原 佑 介　 《ゲ ル ニ カ》 を ピ カ ソ の最 大 の 傑 作 、 ピ カ ソ芸 術

の 集 大 成 と 述 べ る。 ◇ 「ピ カ ソ 「ゲ ル ニ カ」 展 を み る 」 『読

売 新 聞 』11月24日

藤 松 博　 《ゲ ル ニ カ》 の習 作 を 「ど う に も な ら な くな っ た 人

間 の本 当 の 姿 を照 ら し 出 して 、救 い を求 め て い る」 と述 べ る 。

◇ 「ピカ ソ の ゲ ル ニ カ」 『美 術 手 帳 』no.213

瀬 木慎 一　 パ リで ピ カ ソ展 の準 備 を して い た こ と に つ い て 。

◇ 「ピカ ソの ゲ ル ニ カ」 『三 彩 』no.157

大 島 辰 雄 《ゲ ル ニ カ 》 は ピ カ ソ の ア ポ カ リ プ ス で あ る と述

べ る 。 ◇ 「ゲ ル ニ カ －怒 れ る ピカ ソ」 『み づ ゑ 』no.694

曽 根 元 吉　 ピ カ ソ や 同 時代 の 芸 術 家 、 美 術 関係 者 との 交 流 に

つ い て 。 ◇ 「20世紀 の 階 段1～12」 『美 術 手 帳 』no.215～229

（1～12月 号 ）

竹 山 道 雄　 《ゲ ル ニ カ》 と そ の 習 作 に殷 周 銅 器 を 連 想 す る と

述 べ る。 ◇ 「東 京 の ゲ ル ニ カ 」 『芸術 新 潮 』no.158

ピ カ ソの 話 題　 ピカ ソは リ フ ァ ー ル のバ レエ の 舞 台 装 置 デザ

イ ン をす る等 。◇ 「海 外 の 話 題　 ピ カ ソ をめ ぐ る2つ の 話 題 」

『美 術 手 帳 』no.216

坂 崎 乙 郎　 ヘ ン リー ・ム アの 言 葉 を引 用 し、 ピ カ ソの 作 品 に

は多 分 に表 現 過 多 、 饒 舌 が あ る と述 べ る。 ◇ 「「ゲ ル ニ カ」

饒 舌 」 『萌 春 』110号
パ ブ ロ ・ピ カ ソ （大 島 辰 雄 訳 編 ）　1920年 代 か らの ピ カ ソ の芸

術 談 、 ブ ル トン の 「詩 人 ピ カ ソ」 （「ピ カ ソ 特 集 号 」 『カ イ エ

ダ ー ル 』1935年 ）、 サ バ ル テ ス 著 『ピ カ ソ 肖像 と 思 い 出』

（1946年）、 『尻 尾 をつ か ま れ た欲 望 』 戯 曲 等 を 紹 介 。 ◇ 「傷

つ い た ミノ タ ウ ロス の 独 白I～IV」 「みづ ゑ 』no.699、no.701
～703（7～9月 号 ）

ピ カ ソ 《サ ビ ナ 人 の 略 奪 》　パ リの サ ロ ン ・ ド ・メ に ピ カ ソ

が 《サ ビナ 人 の 略 奪 》 を 出 品 す る 。◇ 「パ リ画 壇 の近 況 サ

ロ ン ・ ド ・メ を中 心 に」 『朝 日新 聞 』5月17日

ピ カ ソ ・ゲ ル ニ カ展 の 入 場 者　 石橋 美 術 館 の37年 度 館 報 に よ

れ ば 入 場 者 最 高 は 「ピ カ ソ ・ゲ ル ニ カ展 」 （22,186人）、最 低

は 「第5回 西 日本 洋 画 新 人 秀 作 展 」 （4,520人）、郷 十 の 新 人 よ

り、世 界 の ピ カ ソ 。◇ 「手 帳 通 信 美 術 館 活 動 状 況 報 告 よ り」

『美 術 手 帳 』no.228

3月9日 、 バ ル セ ロ ナ に ピカ ソ 美 術 館 が

開館 す る。

08月 、 ブ ラ ッ ク 死 去 。10月 、 コ ク ト ー

死 去 。

高 階 秀 爾 ラ フ ァ エ ロ の 表現 の 仕 方 は、 ピ カ ソ の 芸術 観 と人

間 観 と を よ くわ れ わ れ に伝 え て い る と述 べ る。 ◇ 「ピカ ソの

剽 窃－ 近 作 「画 家 と そ の モ デ ル 」 「サ ビニ の 女 た ちの 掠 奪 」」

『み づ ゑ 』no.710

ピ カ ソの 近 況　 パ リの ル イ ー ズ ・レ リス 画 廊 で ピカ ソの 《画

家 とモ デ ル》、 《サ ビ ヌ の 掠 奪 》 な ど を展 示 す る 。◇ 「海 外 の

話 題　 ピ カ ソの 「画 家 とモ デ ル 」 『美 術 手 帳 』no.234

江 原 順　 1～2月 に か け て ル イ ーズ ・レ リス 画廊 で 催 され た ピ

カ ソ展 を見 て 、幸 福 に な っ た と所 感 を 述 べ 、《サ ビナ の 掠 奪 》

につ い て論 じる 。◇ 「ピカ ソ1964年 展 」 『芸 術 新 潮 』no.172

ピ カ ソ展 ・そ の 芸 術 の70年　 ピ カ ソ の1899～1963年 ま で の

作 品 の 回顧 展 が 東 京 国 立 近 代 美 術 館 で 開 か れ る 。 京 都 、 名 古

屋 へ 巡 回。

カ ー ン ワ イ ラ ー の 講 演 会　 ピ カ ソ展 を機 に 来 日 し、 毎 日 ホ ー

ル で講 演 す る 。◇ 「ピ カ ソ との60年 」 「み づ ゑ』no.713

大 島 辰 雄 （編 ）　モ ー リス ・レ イ ナ ル 、 ポ ー ル ・エ リ ュ ア ー ル 、

ギ ョー ム ・ア ポ リ ネー ル な ど の ピ カ ソ に 関 す る批 評 の紹 介 。

1～2月 、 パ リの ル イ ー ズ ・レ リス 画 廊

で1962～63年 の 絵 画 展 が 催 され る 。 春 、

フ ラ ン ソ ワ ーズ ・ジ ロ ー が ア メ リ カの

美術 批 評 家 カ ー ル ト ン ・レイ ク と共 同

で 『ピ カ ソ との 生 活 』 を 出 版 す る 。

ブ ラ ッサ イ の 回想 録 『語 る ピ カ ソ』 も

出 版 され る。
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1965年

（昭 和40）

1966年

（昭 和41）

6月

6月5日

7月

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

1月

3月

4月

7月

7月10日

8月

10月

2月

11月

◇ 「ピカソの 歩 み　 巨 匠 をめぐる批 評 年 代 記 」 『み づ ゑ 』no.712

生 野 幸 吉　 ピ カ ソ の青 の 時代 につ い て 論 考 す る 。◇ 「青 の ピ

カ ソ」 『芸 術 新潮 』no.174

谷川 俊 太 郎　 ピ カ ソ は特 殊 で は な く、 普 通 な の だ と述 べ る 。

◇ 「ピカ ソ展 を み る」 『読 売 新 聞 』6月5日

G.ブ ー ダ イユ （小 海 永 二 訳 ） 東 京 開 催 の ピ カ ソ 大 回 顧 展 へ

の期 待 。◇ 「特 集　 ピ カ ソ展　 20世 紀 と ピカ ソ」 『美術 手 帳 』

no.238

江 原 順　 戦 後 初 め てサ ロ ンに 出 品 した ピ カ ソ に つ い て 。◇ 「特

集　 ピカ ソ展　 1944年 の サ ロ ン ・ ドー トン ヌ と ピカ ソ」 『美

術 手 帳 』no.238

中原 佑 介　 ピ カ ソが 日本 に紹 介 され て か ら半 世 紀 に わ た る ピ

カ ソ像 に つ い て 。 ◇ 「特 集　 ピカ ソ 展　 日本 に お け る ピ カ ソ

像 」 『美 術 手 帳 』no.238

ピ カ ソ の 話 題　 美 術 関 係 者 の ピカ ソに 対 す る ア ン ケ ー ト調 査

な ど。◇ 「海 外 の 話 題　 ア ン ケ ー ト 「ピ カ ソ1964年 」、 ピ カ

ソ の ア トリエ へ の 招 待 」 『美 術 手 帳 』no.238

宮 川 淳　 ピ カ ソ を絵 画 の外 で捉 え よ う とす れ ば、 必 然 的 に ピ

カ ソ の 芸術 を見 失 って しま う と論 じる 。 ◇ 「ピ カ ソ芸 術 の70

年 」 『美 術 手 帳 』 （増 刊 ）

北 園克 衛　 ピカ ソの 彫 刻 に一 貫 して流 れ て い るの は、 彼 の詩

や劇 の よ うな 文 学 作 品 と 同 じよ う に絵 画 的 で あ る と論 じる。

◇ 「画 家 ピカ ソの も うひ とつ の絵 画 」 『美 術 手 帳 』 （増 刊 ）

末 永 照 和　 ピカ ソ と関 係 の あ っ た詩 人 や 芸 術 家 た ち につ い て 。

◇ 「ピ カ ソ と芸術 家 た ち」 『美 術 手 帳 』 （増 刊 ）

瀬 木 慎 一　 ピカ ソの 天 才 を支 え て きた 人 々 につ い て。 ◇ 「ピ

カ ソ を支 え て きた 人 々 」 『美術 手 帳 』 （増 刊 ）

瀬 木 慎 一　 フ ラ ン ソ ワー ズ ・ジ ロ ー の 回想 録 『ピ カ ソ と の生

活 』 の最 終 章 の 部 分 の 文 章 の 訳 出 を紹 介 す る 。 ◇ 「ピ カ ソの

裏 側　 ピ カ ソ との 愛 の 破 綻 」 『芸 術 新 潮 』no.181

坂 本 繁 二 郎 《ゲ ル ニ カ》 に つ い て 、 「た だ 変 な 絵 を こ し ら え

た だ け で、 どう して あ ん な に有 名 に な っ た か わ か らな い 」 と

述 べ る。 ◇ 「イ ン タ ビュ ー “明 治 ” 坂 本 繁 二郎　 き き手 ・東

野 芳 明 」 『美 術 手 帳 』no.249

宗 左 近　 ピ カ ソ の 陶 器 の 真 贋 問 題 につ い て述 べ る 。 ◇ 「複 製

だ っ た ピ カ ソ陶 器 」 『芸 術 新 潮 』no.184

ピ カ ソの 話 題　 F.ジ ロ ー の 回 想 録 『ピ カ ソ と の 生 活 』 出 版

に対 し ての40人 の芸 術 家 た ち に よ る抗 議 に つ い て 。◇ 「海 外

の 話 題　 裏 切 られ た ピ カ ソ?」 『美 術 手 帳 』no.254

高 階 秀 爾 ピ カ ソ以 後50年 、 西 洋 と 日本 と の現 代 絵 画 に 意 外

に 大 き な落 差 が あ る と述 べ る 。◇ 「絵 画 に お け る 人 間性 探 究 」

『読 売 新 聞 』7月10日

ピカ ソの 話 題　 ピ カ ソ画 廊 と して 知 られ る ル イ ー ズ ・レ リス

画廊 さ え、 無 名 の 新 人 の個 展 を開 く理 由 につ い て 。◇ 「海 外

の 話 題　 新 しい ピ カ ソ は可 能 か 」 『美 術 手 帳 』no.256

渡 辺武 二 郎　 ピ カ ソ と の 出 会 い を回 想 す る。 ◇ 「わ が胸 の 上

の ピカ ソ」 『芸 術 新潮 』no.190

ル イ ・ゴ ル デ ー ヌ他 （辻 邦 生 訳 ） ピ カ ソへ の イ ン タ ビ ュ ー に

つ い て 。 ◇ 「巨 匠 訪 問2　 ピ カ ソ 」 『美 術 手 帳 』no.263

曽根 元 吉　 シチ ュ ー キ ン の ピ カ ソ作 品 の 収 集 につ い て述 べ る 。

◇ 「蒐 集 家 の栄 光　 シチ ュー キ ン と モ ロ ゾ フ をめ ぐ って 」 『み

づ ゑ 』no.742

6～9月 、 ト ゥー ル ー ズ の オー ギ ュ ス タ

ン美 術 館 で 「ピ カ ソ と舞 台 芸 術 」 展 が

開 か れ る。11月 、 ヌ イ イ で 潰 瘍 の 手 術

を受 け る。 パ リ に も立 ち 寄 る が 、 こ れ

が 最 後 の パ リ滞 在 とな る 。

◎ ベ トナ ム 戦 争 始 ま る

9月28日 、ア ン ドレ ・ブル トン死 去 。11

月 フ ラ ンス 政 府 主 催 の ピ カ ソ 回顧 展 が

グ ラ ン ・パ レ、 プテ ィ ・パ レ で 開 催 さ

れ 、700点 以 上 の 作 品 が 出 品 され る 。

こ れ に 関 連 して パ リ国 立 図 書 館 で 、 ピ

カ ソ の版 画展 が 催 され た 。
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年代
1967年

（昭 和42）

1968年

（昭和43）

1969年

（昭 和44）

1970年

（昭 和45）

月
2月

〃

4月

6月28日

12月2日

1月

2月

2月6日

11月

3月

11月

1月

〃

2～3月

3月

4月20日

5月7日

8月

日本人の ピカソ言及、関連事項 ◇ は出典先 ○ は日本近現代美術関連 ◎ は一般事項 ピカソ関連事項 ○ は西洋美術関連 ◎は一般事項

福 島 慶 子　 グ ラ ン ・パ レ と プ チ ・パ レで 開 催 した ピ カ ソ85歳

記 念 大 回顧 展 と、1932年 の ジ ョル ジ ュ ・プ テ ィ画 廊 で 催 した

ピ カ ソ展 との 比 較 に つ い て 。 ◇ 「パ リの ピ カ ソ85歳 記 念 大

回顧 展 をみ て 」 『み づ ゑ 』no.745

香 月泰 男　 ピ カ ソ の85歳 記 念 の 大 回 顧 展 を見 て 、 ピカ ソへ の

関 心 につ い て 述 べ る 。 ◇ 「ピ カ ソ の 作 られ た 偉 大 さ」 『み づ

ゑ 』no.745

瀬 木 慎 一　 ピ カ ソ作 品 の贋 作 の 見 分 け方 な ど に つ い て 。◇ 「ピ

カ ソ の 贋 作 」 『芸 術 新 潮 』no.208

ア メ リ カで の 《ゲル ニ カ 》騒 動　 ア メ リ カ 人芸 術 家 グル ー プ

が ベ トナ ム 戦 争 に抗 議 し、 ニ ュー ヨ ー ク近 代 美 術 館 の 《ゲ ル

ニ カ 》 撤 収 を要 望 す る 。◇ 「ア メ リ カ で 「ゲ ル ニ カ 」 騒 動 」

『読 売 新 聞 』6月28日

ピカ ソの 話 題　 ベ トナ ム 戦 争 に反 対 し、 サ ル トル 、 ピ カ ソ ら

が 「ベ トナ ム支 持 知 識 人 デ ー 」 を呼 び か け た 。◇ 「ベ トナ ム

人 民 の 苦 しみ終 らせ よ 」 『朝 日 新 聞 』12月2日

1月 、 レ ジ ョ ン ・ドヌ ー ル 勲 章 を辞 退

す る 。6～8月 、ロ ン ドン の テ ー ト ・ギ ャ

ラ リー で 、 ピ カ ソ の彫 刻 や 陶 芸 作 品 の

展 覧 会 が 開 か れ る。これ は ロ ー ラ ン ド・

ペ ン ロー ズ が 企 画 し、10月 か らニ ュ ー

ヨー ク近 代 美 術 館 へ 巡 回 す る 。

中 原 佑 介　 ニ ュ ー ヨー ク近 代 美 術 館 で ピカ ソ の 彫 刻 展 を見 て 、
ピ カ ソの 現 代 彫 刻 の あ らゆ る タ イ プ の片 鱗 を垣 間 見 た と述 べ

る 。 ◇ 「彫 刻 家 ・ピカ ソ」 『芸 術 新 潮 』no.217

高 橋 巌　 ピ カ ソ の 《ア ヴ ィニ ョン の娘 た ち 》 に は 形 式 上 だ け

で な く、精 神 の 問 題 が 提 出 さ れ て い る と述 べ る。◇ 「ヨ ー ロ ッ

パ の 闇 と光（２）」 「芸 術 新 潮 』no.218

吉 田 秀 和　 バ ー ゼ ル 市 立 美 術 館 の ピカ ソの 《座 っ た ピ エ ロ 》

売 却 に対 して住 民 投 票 で 守 っ た こ とに つ い て 。 ◇ 「民 主 主 義

と ピ カ ソ」 『朝 日新 聞 』2月6日

粟 津 則 雄　 ピカ ソの 制 作 上 の変 貌 が 舞 台 と芸 人 と に密 接 な 関

わ りを持 っ て い る と述 べ る。 ◇ 「ピ カ ソ と演劇 」 『芸 術 新潮 』

no.227

2月13日 、 サ バ ル テ ス 死 去 。 ピ カ ソ は

彼 を偲 ん で 、連 作 《ラス ・メ ニ ー ナ ス 》

をバ ル セ ロ ナ の ピカ ソ美 術 館 へ 寄 贈 す

る。12～ 翌 年2月 、 パ リ の ル イ ー ズ ・

レ リス 画 廊 で 、 版 画347シ リ ー ズ の 展

覧 会 が 開 か れ る 。

瀬 木 慎 一　 ピ カ ソ芸 術 のエ ロ テ ィカ を論 じ る。 ◇ 「ピ カ ソ 「工

ロ テ ィ カ 」」 『芸 術 新 潮 』no.231

澁 澤 龍 彦　 ピ カ ソ の版 画347に は 、 自分 の 頭 に あ る エ ロ テ ィ

シ ズ ム とは 何 か 異 質 の も の を 感 じ る と述 べ る。 ◇ 「工 ロ テ ィ

シ ズ ム 頌　 ピ カ ソの 版 画347」 『み づ ゑ』no.778

3月 、 ジ ャ ク リ ー ヌ の 肖像 を 完 成 す る 。

東 野 芳 明 、 他　 今 日 の 天才 の 存 在 につ い て、 ピ カ ソ は 「才 能

の ス ー パ ー マ ー ケ ッ ト」 （東 野 芳 明 ）、 「20世紀 の 天 才 」 （針 生
一 郎 ）、「異 種 混 合 の 天 才 」 （瀬 木慎 一 ）、「20世紀 最 後 の 天 才 」

（藤 枝 晃 雄 ） な ど。 ◇ 「天 才 は今 日 は 認 め られ ない 」 『芸 術 新

潮 』no.241

遠 山 一 行　 ス トラ ヴ ィ ンス キ ー 、 ピエ ー ル ・ブ ー レー ズ と ピ

カ ソの 《ア ヴ ィ ニ ョ ンの娘 た ち 》 につ い て。 ◇ 「私 の 一 枚 」

『み づ ゑ 』no.780

ピ カ ソ近 作 版 画 展　 東 京 国 立 近 代 美 術 館 で 開催 され る。

西 脇 順 三 郎　 パ リ、 シ カ ゴ、 東 京 で 展 示 さ れ た ピ カ ソ ・エ ロ

チ カの 連 作 版 画 展 に つ い て 述 べ る。 ◇ 「ピ カ ソ ・工 ロチ カ を

見 せ る 日本 の 判 定 」 『芸 術 新 潮 』no.243

須 磨 コ レ ク シ ョ ン寄 贈　 ピカ ソ な ど92点 の 須 磨 弥 吉 郎 （元 ス

ペ イ ン特 命 全 権 公 使 ）の コ レ ク シ ョ ンが 長 崎 県 に寄 贈 され る 。

◇ 「須 磨 コ レク シ ョ ン寄 贈 」 『読 売 新 聞 』4月20日

ピ カ ソの 話 題 ピ カ ソ、 サ ル トル ら米 国 の ベ トナ ム撤 退 を 要

求 した 。 ◇ 「ピ カ ソ 、 サ ル トル 氏 ら も要 求 」 『朝 日 新 聞 』5

月7日

鳥 居 敏 文　 ピカ ソの 少 年 時 代 の作 品 を 、 ピ カ ソ芸 術 の根 元 を

1月 、 ス ペ イ ン の ピ カ ソ の 家 族 が 所 蔵

して い た 作 品 が 、バ ル セ ロ ナ の ピ カ ソ

美 術 館 へ 寄 贈 さ れ る 。9月12日 、 ク リ

ス テ ィ ア ン ・ゼ ル ヴ ォス が 死 去 す る。

10～11月 、 ニ ュ ー ヨー ク近 代 美 術 館 で

リ ヴ ァ ・カ ス テ ル マ ン企 画 に よ る 「ピ

カ ソ、 版 画 の 巨 匠展 」 が 開 か れ る。
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1971年

（昭 和46）

1972年

（昭和47）

1973年

（昭 和48）

3月

6月

10月

11月6日

1月

3月

4月9日

5月

6月

〃

〃

〃

〃

〃

〃

な す 彼 の た ぐい ま れ な多 面 的 な 描 写 カ －写 実 力 の 萌 芽 を こ こ

に 見 る と述 べ る。 ◇ 「ピ カ ソ14歳 の 作 品 」 『芸 術 新 潮 』no.248

村 木 明　 昨 年 開館 した バ ル セ ロナ の ピ カ ソ美 術 館 に つ い て 。

◇ 「バ ル セ ロ ナ に で き た ピカ ソ美 術 館 」 『芸 術 新 潮 』no.255

巨 匠90歳 記 念 ・ピ カ ソ展　 日本 橋 高 島屋 、 大 阪へ 巡 回

嘉 門 安 雄 ピ カ ソ の 《貧 し き食 事 》 の 価 格 な どに つ い て 。 ◇

「一 千 万 円 の ピ カ ソ の版 画 」 『芸 術 新潮 』no.258

黒 江 光 彦　 ヴ ァ ロ リス に あ る ピ カ ソの 《戦 争 と平 和 》 の 壁 画

に絵 が 描 か れ た事 件 に つ い て 。 ◇ 「塗 り つ ぶ され た ピカ ソの

絵 」 『芸 術 新 潮 』no.262

ピカ ソの 話 題 ピ カ ソ が 共 産 主 義 者 と い う理 由 で 、 マ ドリ ー

ドの 画 廊 に展 示 さ れ て い た ピ カ ソの 作 品 を壊 す 。 ◇ 「ピ カ ソ

の 絵26点 こ わ す」 『朝 日新 聞 』11月6日

村 木 明　 ピ カ ソ90歳 の 誕 生 日 に ち な ん で フ ラ ンス の 文 芸 週 刊

誌 『レ ・レ ッ トル ・フ ラ ンセ ー ズ 』 が 若 手 作 家 に お こ な っ た

「私 の ピ カ ソ観 」 とい うテ ー マ の ア ン ケ ー ト結 果 につ い て。

◇ 「ワ ー ル ド　 トピ ッ ク　 ピ カ ソ と新 しい 世 代 」 『み づ ゑ』

no.804

粟 津 則 雄　 ピ カ ソ に は 、 本 質 的 な衰 退 の き ざ し を認 め る こ と

が 出 来 な い と述 べ る 。◇ 「天 才 と没 落 」 『芸 術 新 潮 』no.279

ピ カ ソ死 去　 8日 午 前11時40分 （日本 時 間 同 日午 後7時40分 ）南

仏 カ ン ヌ に近 い ム ー ジ ャ ンの 自 宅 で 死 亡 。 「ア メ リカ 、 フ ラ

ンス 、 ドイ ツ と同 じ く らい 日本 で の ピ カ ソ 展 の 回 数 は 多 く、

ピ カ ソ と は縁 が深 か っ た 。」 （瀬 木 慎 一 ）、 「ピカ ソの 死 は20世

紀 の 「美 術 の記 念 碑 」 の 崩 壊 を告 知 して い る よ うだ 。」 （小 川

正 隆 ）、 「モ ン パ ル ナ ス 時 代 か ら過 去40年 間 、 日本 の 画 家 が 受

けた ピ カ ソ の 影響 は 、測 り知 れ な い ほ ど大 き な もの が あ る 。」

（荻 須 高 徳 ）等 ◇ 「巨 匠 ピ カ ソ死 去 」、 「巨 大 な足 跡 残 した 鬼

才　 ピ カ ソ の 死 、 大 きな 波 紋 」、 「生 き た美 術 史　 人 間 愛 を描

く」、 「ピ カ ソ祭 近 い の に 実 に 残 念 」 『朝 日新 聞 』4月9日

瀬 木 慎 一　 ピカ ソ の90年 の 画 業 を振 り返 り、 各 時 代 の 代 表 作

品 を解 説 す る 。◇ 「特 集　 ピ カ ソ90年 」 『芸 術 新 潮 』no.281

ピ カ ソ ・51点 の リ ノカ ッ ト展　 東 京 フ ジ テ レ ビギ ャ ラ リ ー

ピ カ ソ死 去 の 反 響 「描 く欲 望 だ け に 生 き られ た 幸 福 な 芸 術

家 」 （池 田 満 寿 夫 ）、「人 間 的 魅 力 に惹 か れ た 」 （福 沢 一 郎 ）、「私

は 「ピ カ ソ」 に な りた く な い 。 な ら な い つ も りで あ る」 （岡

本 太 郎 ）、 フ ラ ンス 他 各 国 の 反 響 な ど。 ◇ 「特 集　 ピ カ ソ最

後 の 個 展 」 『芸 術 新 潮 』no.282

藤 枝 晃 雄　 ピカ ソ の 変 貌 した 芸 術 に つ い て 述 べ る。 ◇ 「ピ カ

ソ は ピ カ ソ で あ る － ピ カ ソの 死 」 「み づ ゑ』no.819

金 子 光 晴　 ピカ ソ を と りの こ してす す む 道 が 、 未 来 の 人 間 の

前 に新 し くひ らい て い る と述 べ る 。 ◇ 「ピ カ ソ の 死 」 『芸 術

生 活 』 （特 集 ピ カ ソ ・天 才 の終 焉 ）no.286

内 村 剛 介　 ピカ ソ は 死 に は応 え て い な か っ た と述 べ る。◇ 「英

雄 ピ カ ソの あ が き」 「芸 術 生 活 』 （特 集 ピ カ ソ ・天 才 の 終 焉 ）

no.286

宮 川 淳　 ピ カ ソ と現 代 社 会 の 関係 に つ い て 。 ◇ 「神 話 と して

の ピ カ ソ」 『芸 術 生 活 』 （特 集 ピ カ ソ ・天 才 の 終 焉 ）no.286

瀬 木 慎 一　 ピカ ソの 多 作 につ い て。 ◇ 「パ ブ ロ ・ピカ ソ 」 『三

彩 』 （特 集 パ ブ ロ ・ピ カ ソ ）no.303

大 島 辰 雄　 ピカ ソ の 転 身 につ い て。 ◇ 「ピ カ ソ の 死 」 『三 彩 』

冬 、 ピ カ ソの 最 初 の金 属 を 使 っ た 構 成

彫 刻 《ギ タ ー》 （1912年）が ニ ュ ー ヨ ー

ク近 代 美 術 館 へ 本 人 よ り寄 贈 され る。

4～6月 、 パ リ の ル イ ー ズ ・レ リス 画 廊

で 、1969～71年 に か け て 制 作 し たデ ッ

サ ン194点 が 展 示 され る。

1～2月 、 ニ ュ ー ヨー ク 近代 美 術 館 で 、

ウ ィ リ ア ム ・ル ー ビ ンに よる 「ニ ュ ー

ヨー ク近 代 美 術 館 所 蔵 の ピカ ソ展 」 が

開 か れ る。12～ 翌 年1月 、パ リの ル イ ー

ズ ・レ リ ス 画 廊 で 、1971年11月21日
～72年8月8日 迄 に 制 作 した デ ッサ ン展

が 開 か れ る。

4月8日 、 ピ カ ソ 、 ム ー ジ ャ ン に て死 去 。

ヴ ォ ー ヴ ナ ル グ城 の 敷 地 内 に埋 葬 さ れ

る。
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日本人の ピカソ言及、関連事項 ◇ は出典先 ○ は日本近現代美術関連 ◎ は一般事項

（特 集 パ ブ ロ ・ピ カ ソ）no.303

吉 田知 子 ピ カ ソが 天 才 で あ る た め に 敬 遠 す る。 ◇ 「ピ カ ソ

に つ い て 」 『三 彩 』 （特 集 パ ブ ロ ・ピカ ソ）no.303

利 根 山光 人 ピ カ ソ と 出会 う ま で を回 想 す る。 ◇ 「ピ カ ソ と

の 会 見 」 『三 彩 』 （特 集 パ ブ ロ ・ピカ ソ）no.303

神 原 泰 本 当 の ピ カ ソ を こ れ か ら研 究 し得 るで あ ろ う と述 べ

る 。◇ 「サ イ ンす る ピ カ ソ」 『三 彩 』 （特 集 パ ブ ロ ・ピ カ ソ ）

no.303

瀧 口修 造 ピ カ ソ を 巨像 化 して し まっ た こ と につ い て 。◇ 「ピ

カ ソ の 詩 」 『ユ リイ カ 』 （特 集 ピ カ ソ）

遠 山一 行 ピ カ ソの や っ た仕 事 が 現 代 の さ ま ざ ま な 問題 に 触

れ る と述 べ る 。 ◇ 「ピ カ ソ と ス トラ ヴ ィ ン ス キ ー」 『ユ リイ

カ』 （特 集 ピ カ ソ ）

松 本 俊 夫 ピ カ ソが 映 画 に着 手 しな か っ た こ と につ い て 。◇

「ピ カ ソ ・映像 ・ラ ス=メ ニ ナ ス」 『ユ リ イ カ』 （特 集 ピ カ ソ）

東 野 芳 明 ピ カ ソが 戦 後 美 術 を遠 くか らお び や か しつ づ け た

の は 奇 妙 な こ とで あ る と述 べ る。 ◇ 「ピ カ ソ 断 想 」 『ユ リイ

カ』 （特 集 ピ カ ソ ）

利 光 哲 夫 ピ カ ソ は シ ュ ル レア リス ム 演 劇 の 一 翼 を担 っ た 劇

作 家 で あ る と述 べ る 。◇ 「ピ カ ソ 偉 大 な る 演 劇 人 」 『ユ リ

イ カ 』 （特 集 ピ カ ソ ）

富 岡 多恵 子 ピ カ ソ と ガ ー トル ー ド ・ス タ イ ン の交 流 に つ い

て 。◇ 「ピカ ソ と ス タ イ ン」 『ユ リイ カ』 （特 集 ピ カ ソ ）

高 階 秀爾 、 粟 津 潔 、 川 端 香 男 里 ピ カ ソ とそ の 時 代 空 間等 に
つ い て 討 議 す る。 ◇ 「共 同 討 議 ピ カ ソ と20世 紀 芸 術 」 『ユ

リイ カ 』 （特 集 ピカ ソ）

末永 照和 ピ カ ソ に手 を焼 い た の は ほ か な らぬ ピ カ ソ 自 身 で

あ っ た と述 べ る。 ◇ 「ア ル ル カ ンの 遺 言 」 『ユ リイ カ』 （特 集

ピ カ ソ ）

織 田 達朗 ピ カ ソ は 「あ る価 値 で な い もの に向 っ て 開 か れ て

あ る 世 界 を 、 特 権 的 な 価 値 が 擁 護 さ れ る 形 式 の な か に置 い

た」と述 べ る 。◇ 「代 名 詞 の 終 り」 『ユ リイ カ 』 （特 集 ピカ ソ）

神 吉敬 三 「ピカ ソに と って 重 要 な の は 、人 間 そ の もの で あ っ

て 、 主 義 主 張 で は な か っ た の で あ る」 と述 べ る。 ◇ 「ピカ ソ

とス ペ イ ン」 『ユ リイ カ』 （特 集 ピカ ソ）

饗 庭 孝 男 「た だ の 一 度 も ピ カ ソ の 全 体 像 を 理 解 し よ う と

思 っ た こ とは な い」 と述 べ る 。◇ 「青 い ス ペ イ ン」 『ユ リイ

カ 』 （特 集 ピ カ ソ ）

ピカソ関連事項 ○は西洋美術関連 ◎は一般事項

＊ ピ カ ソ に つ い て は 主 にWilliam　 Rubin（ed.）:Pablo Picosso.A Retrospective,The Museum of Modern Art,New York（W.ル ー ビ ン 編 集

山 田 智 三 郎 ・瀬 木 慎 一 監 修 『パ ブ ロ ・ ピ カ ソ 天 才 の 生 涯 と 芸 術 』 旺 文 社 、1981年 ） を 参 考 に し た 。
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